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❷　北アルプス国際芸術祭2017～信濃大町●食とアートの廻廊～
❽　横山タカ子さん　信濃大町観光大使に！
❾　第34回大町アルプスマラソン
�　平成29年度ひとが輝くまちづくり事業●採択団体紹介
�　大町やまびこまつり・大町ゆかたまつり
�　市長と語ろう！●まちづくり
�　学校開放講座

主な内容

大町を舞台に
　食とアートの廻廊



　各エリアのアートサイトには、初日から県内外から多くの人が詰め掛け、迫力ある大町の自然とアート作品のコラボレーショ
ンやボランティアサポーターのおもてなしを堪能していました。

2017. 6.4 (sun) ‒7.30(sun)

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局　　Tel: 0261-23-5500　Fax: 0261-85-2772
検索北アルプス国際芸術祭公式ホームページ　http://shinano-omachi.jp

多くの地元住民・ボランティアが活躍‼

ボランティアサポーターとして参加した
皆さんの声を集めました！

ボランティアサポーター　 募集中！
　あなたもボランティアサポーターとして参加しませんか。現在、作品の受付ボランティアを中心に、まだまだ

ボランティアサポーターを募集中です。芸術祭を訪れる皆さんを“おもてなし”して大町の良さや作品の素晴ら

しさを知ってもらうお手伝いをしてください。詳しくは公式ホームページをご覧いただくか、電話で事務局に

お問い合わせ、または信濃大町駅前インフォメーションセンターに直接お越しください。ご参加お待ちしてます！

サポーター
ズ ボイス！

中村 くみ子さん（東京都）

秋山 玄さん（兵庫県）

花岡 多美江さん（平・塩ノ原）

波多野 宏美さん（兵庫県）

八坂で行われた、作
家を招いた歓迎会

五十嵐靖晃さんの「雲結い」制作（木崎湖キャンプ場にて）

まだまだ！

　　開幕した芸術祭

くみひも
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横
山
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
大
町
市
生
ま
れ
、
長
野
市
在
住
。

長
年
に
わ
た
り
、
信
州
の
伝
統
食

に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

含
め
た
研
究
を
重
ね
、

地
元
の
食
材
の
良
さ

を
生
か
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
レ
シ
ピ
を
考

案
。
信
越
放
送
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
番
組
、
講
演
会

な
ど
で
、「
健
康
と

食
」の
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。 

現
在
、

県
の
お
い
し
い
信
州

ふ
ー
ど（
風
土
）公

使
、
伝
統
野
菜
認
定

委
員
長
、
観
光
振
興

審
議
会
委
員
。
松
本

お
よ
び
東
京
・
青
山

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
銀
座
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ（
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）で
は
、
定
期
的
に「
信

州
の
長
寿
ご
は
ん
」と
題
し
て
料

理
実
演
と
試
食
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
東

甲
信
越
地
域
放
送
文
化
賞
、
県
知

事
表
彰（
産
業
功
労
者
）を
受
け
て

い
ま
す
。

　
大
町
市
と
の
関
わ
り
で
は
、
大

糸
線
ゆ
う
浪
漫
委
員
会（
大
町
市

を
含
む
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
沿
線
地
域
の

観
光
振
興
団
体
）の
事
業
で
、
27

年
３
月
に
横
山
さ
ん
監
修
の
駅
弁

「
大
糸
線
の
旅
」を
販
売
し
、
現
在

も
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
開
催

中
の
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭

で
は
、
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
タ
イ

ア
ッ
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
」の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

横
山
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
大
町
で
行
わ
れ
て
い
る
食
の
保

存
の
知
恵
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
大
町
に
育
て
て
い
た
だ
い

た
の
で
、観
光
大
使
を
一
生
懸
命
務

め
、こ
の
地
域
の
食
文
化
を
伝
承

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
山
タ
カ
子
さ
ん

　
信
濃
大
町
観
光
大
使
に
！

料
理
研
究
家

　市では、市民のスポーツ活動を促進し地域のスポーツ振興を図るため、スポーツを普及・推進する個人・
団体が行う活動に対して費用の一部を補助する「大町市スポーツ振興事業補助金」を開始しました。

■対象者　市内に所在地がある個人または団体
■対象事業・補助率

▽青少年スポーツ振興事業
　青少年のスポーツの普及・推進や、スポーツ
による青少年の育成を目的とする事業（団体）
……………費用の２分の１以内（限度額10万円）

▽生涯スポーツ振興事業
　生涯スポーツの普及・推進や、市民の健康増
進を目的とする事業（団体）
……………費用の２分の１以内（限度額10万円）

▽指導者等人材育成事業
　指導者の育成を目的とした研修会などの実施・

派遣事業（団体・個人）
……………費用の３分の１以内（限度額10万円）
※事業ごとに年度につき１回
■対象となる費用　事業に係る経費で、謝金、
会場費、旅費、用具費、消耗品費など
■申し込み　補助金交付申請書に事業計画書、
収支予算書、大会開催要項など参考書類を添付
し、直接、総合体育館へ。
■その他　詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ
　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

　
市
で
は
６
月
３
日
、
大
町
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る

12
人
目
の「
信
濃
大
町
観
光
大
使
」に
、
大
町
市
出
身
の
横
山
タ
カ
子

さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　
観
光
課
観
光
振
興
担
当　
℡
２
３
・
４
０
８
１

個人・団体へスポーツ振興補助制度を開始
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　日本陸上競技連盟公認のコースは高低差約220ｍで、厳しくも走り応えがあります。秋の爽やかな風
の中、日本の屋根を一緒に走りましょう！
　出場者のほか、参加する選手の皆さんが心温まる大会となるよう、大会を一緒に支えるボランティア
の皆さんも募集します。大町アルプスマラソン実行委員会では、「市民が主役のまちづくり」の一つとし
て、市民みんなで支え合う大会を目指しています。
■問い合わせ　大町アルプスマラソン実行委員会事務局　℡２２－７６６４
出場者募集

■参加資格　小学生以上で健康な人
■種目・参加区分・参加料

種目 参加区分 参加料
フルマラソン（42.195㎞） 一般・壮年 5,000円
ハーフマラソン（21.0975㎞） 一般・壮年 4,000円
10㎞ 一般 3,000円
３㎞（Ａ） 小学１・２年生

1,500円３㎞（Ｂ） 小学３・４年生
３㎞（Ｃ） 小学５・６年生
３㎞（Ｄ） 中学生・一般
３㎞ペア 中学生以下と一般のペア 3,000円

※３㎞は日本陸上競技連盟の公認コースではありません。「一般」は高校
生を含みます。「３㎞ペア」以外は男女の区分があります。
■申し込み

▽振替用紙　８月７日（月）までに必要事項を記入の上、参加料を添えて、ゆうちょ銀行または郵便局へ
（当日消印有効）。振替用紙は、実行委員会事務局、市役所本庁舎、市観光協会などにあります。

▽インターネット　８月20日（日）までに、パソコンまたは携帯電話から大会ホームページにアクセスして
お申し込みください。申し込みの際に支払方法を選択してください（クレジットカード、コンビニ、ＡＴＭなど）。
http://www.omachi-sports.com/alps-marathon/
運営ボランティア募集

■ボランティアの内容　選手給水場の運営、駐車場案内、コース誘導、競技場内サービスなど
■申し込み　７月28日（金）までに、電話または直接、実行委員会事務局へ。

10月15日日第34回 大町アルプスマラソン

【広告】
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伝
統
文
化
の
継
承
事
業

社
）宮
本
自
治
会

■
事
業
名　
「
国
宝
」仁
科
神
明
宮
、

魅
力
あ
る
参
道
創
り
研
究
会

■
助
成
金　
45
万
円

■
代
表
者　
遠
藤
徹
雄

■
代
表
者
の
一
言　
全
国
最
古
の

神
明
造
り
で
市
の
宝
で
あ
る
国
宝

仁
科
神
明
宮
に
は
、
大
型
バ
ス
で

の
参
拝
者
も
多
く
、「
こ
ん
な
古

い
歴
史
の
神
社
が
あ
っ
た
の
か
」

と
驚
か
れ
ま
す
。
仁
科
神
明
宮
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
、
地
元

住
民
が
仁
科
神
明
宮
の
歴
史
や
文

化
を
学
び
、
地
域
の
活
性
化
策
を

模
索
し
よ
う
と
研
究
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
平
成
31
年
の
遷せ

ん
宮ぐ

う
祭

に
向
け
て
、
仁
科
神
明
宮
の
魅
力

を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

矢
下
自
治
会

■
事
業
名　
花
壇
と
ミ
ニ
パ
ー
ク

整
備
事
業

■
助
成
金　
19
万
円

■
代
表
者　
吉
原
一
八

■
代
表
者
の
一
言　
私
た
ち
の
集

落
に
も
空
き
家
や
市
が
建
設
し
た

定
住
促
進
住
宅
に
、
５
組
の
移
住

し
て
き
た
家
族
の
皆
さ
ん
を
迎
え

ま
し
た
。
た
ま
た
ま
目
に
し
た
市

が
行
っ
て
い
る
補
助
事
業「
ひ
と

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
知

り
、
ミ
ニ
パ
ー
ク
を
建
設
し
、
住

民
の
協
働
と
集
落
づ
く
り
に
利
用

し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
誰
で
も
使
え
る
集
落
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

リ
バ
テ
ィ

■
事
業
名　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
み
ん
な
で
楽
し
む
会

■
助
成
金　
18
万
円

■
代
表
者　
内
山
千
鶴

■
代
表
者
の
一
言　

私
た
ち
リ

バ
テ
ィ
は
、
レ
ク
バ
レ
―
を
通
じ

名
古
屋
市
の
団
体（
約
２
０
０
チ
ー

ム
）と
年
２
回
の
交
流
を
行
い
、
地

元
農
産
物
の
販
売
や
大
町
市
の
観

光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
レ
ク

バ
レ
―
は
10
～
80
代
ま
で
幅
広
い

年
齢
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
―
ツ
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
練
習

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
将
来
的

に
は
、
大
町
の
魅
力
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

で
き
る
よ
う
、
市
内
で
大
会
を
開

催
し
、大
町
を
元
気
に
し
た
い
で
す
。

　市では「市民参画と協働のまちづくり」を推進するため、市民団体が自主的、主体的に行う活動で、公益性の高いま
ちづくり事業に対して、財政面から支援しています。
　29年度から新たに始まった「ひとが輝くまちづくり事業」で採択された18団体の主な活動や熱い思いを紹介します。
内容は、各団体から提出いただいた原稿を基に掲載しています。
※はじめようまちづくり活動、ひろげようまちづくり活動、地域創生活動は「まちづくり事業」の区分です。表記を省略します。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡ 市 内線８３０

平成29年度
ひとが輝くまちづくり事業　採択団体の紹介

皆さんの｢やる気｣と｢熱意｣を支援します
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ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

早
春
賦
を
愛
唱
す
る

市
民
の
会

■
事
業
名　
早
春
賦
を
中
核
と
し

た
街
づ
く
り
事
業
、人
づ
く
り
事
業

■
助
成
金　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
相
模
一
男

■
代
表
者
の
一
言　
「
早
春
賦
は

大
町
の
歌
よ
!!
」市
民
が
誇
り
を

持
っ
て
胸
を
張
れ
る
環
境
を
早
春

賦
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
通
し
て
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

合
唱
団
の
指
導
者
の
定
着
に
よ
り

団
員
の
増
員
と
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の

高
い
合
唱
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

早
春
賦
の
歌
声
に
の
せ
て
市
内
早

春
賦
歌
碑
巡
り
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
全
国
に
発
信
さ
れ
る
よ
う

発
祥
地
大
町
実
科
高
等
女
学
校
跡

地
で
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

大
町
市
東
山
山
麓

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
事
業
名　
大
町
市
東
山
山
麓
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
助
成
金　
18
万
円

■
代
表
者　
上
田
智
夫

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
市
の
東

山
を
拠
点
に
し
て
子
ど
も
た
ち
の

育
成
と
大
町
市
の
自
然
環
境
の
良

さ
を
一
人
で
も
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は

鷹
狩
山
山
頂
の
自
然
歩
道
等
で
ラ

ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
11
月
３
日

（
金
）に
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
活
用
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
北
ア

ル
プ
ス
以
外
の
山
岳
エ
リ
ア
の
観

光
振
興
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

味
噌
作
り
・
も
ち
つ
き
の

伝
統
を
継
承
し
、楽
し
む
会

■
事
業
名　
味
噌
・
も
ち
作
り
交

流
事
業

■
助
成
金　
17
万
円

■
代
表
者　
吉
岡
博
子

■
代
表
者
の
一
言　
八
坂
に
あ
る

加
工
所
を
借
り
て
、
み
そ
や
餅
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み

ん
な
で
昔
な
が
ら
の
み
そ
、
餅
作

り
を
教
え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

世
代
間
交
流
も
し
て
い
こ
う
と
つ

な
が
り
、
こ
と
し
、
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
立
派
な
餅
つ
き
機
、

大
豆
チ
ョ
ッ
パ
ー
や
こ
う
じ
発
酵

機
、
施
設
を
多
く
の
人
に
活
用
し

て
も
ら
い
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

信
濃
お
お
ま
ち
・

観
光
活
性
化
倶
楽
部

ひ
か
り
の
饗
宴
実
行
委
員
会

■
事
業
名　
梅つ

雨ゆ

入い
る

美み

ネ
ー
シ
ョ

ン
in
信
濃
お
お
ま
ち　
ひ
か
り
の

饗
宴
事
業

■
助
成
金　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
荒
澤
靖
、
山
田
高
司

■
代
表
者
の
一
言　
観
光
拠
点
で

あ
る
大
町
温
泉
郷
に
宿
泊
す
る

お
客
さ
ま
に
、
梅
雨
時
、
ま
ち
の

活
性
化
策
で
あ
る
芸
術
祭
の
真
っ

た
だ
中
、
芸
術
祭
夜
の
部
と
し
て

ひ
か
り
の
供
宴
を
企
画
し
ま
し
た
。

温
泉
街
の
夜
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
照
ら
し
だ
さ
れ
た
活
気

が
き
っ
と
観
光
都
市
と
し
て
の
大

町
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
企
画

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
す
る
若
者

た
ち
が
、基
幹
産
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
大
町
を
支
え
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

ほ
お
ば
る
か
い

■
事
業
名　
文
化
史
跡
と
塩
の
道

祭
り

■
助
成
金　
４
万
５
０
０
円

■
代
表
者　
太
田
二
三
子

■
代
表
者
の
一
言　
残
雪
の
北
ア

ル
プ
ス
を
一
望
す
る
塩
の
道
ま
つ

り
山
麓
道
中
コ
ー
ス
。
手
作
り
お

や
き
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
ホ
ッ

ト
な
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲
み
、
ほ

か
ほ
か
な
気
分
で
歩
い
て
欲
し
い

と
３
年
前
か
ら「
お
も
て
な
し
」を

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
70
～
80
代

で
す
が
、
参
加
者
と
の
交
流
を
楽

し
み
、
地
域
活
動
に
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
若
い
人

に
も
呼
び
掛
け「
お
も
て
な
し
」の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
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ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

農
具
川
環
境
美
化
委
員
会

■
事
業
名　
農
具
川
の
環
境
整
備

■
助
成
金　
63
万
４
５
０
０
円

■
代
表
者　
栗
林
宏
治

■
代
表
者
の
一
言　
一
級
河
川
農

具
川
は
16
年
前
、
両
岸
が
カ
ヤ
や

草
で
荒
れ
て
ヘ
ビ
な
ど
が
多
く
出

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
ア

ヤ
メ
や
ア
ザ
レ
ア
を
植
え
て
整
備

し
、
今
で
は
薬
師
堂
下
か
ら
三
日

町
の
お
お
さ
さ
橋
の
約
１・
５
㎞

が
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
ま
で
北

ア
ル
プ
ス
の
残
雪
と
重
な
り
、
美

し
い
花
の
街
道
と
な
り
、
多
く
の

人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
皆
が
楽
し
め
る
こ
と
を

願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

北
ア
ル
プ
ス
奉
納
太
鼓

実
行
委
員
会

■
事
業
名　
北
ア
ル
プ
ス
奉
納
太

鼓
の
開
催

■
助
成
金　
79
万
２
０
０
０
円

■
代
表
者　
倉
科
健
一

■
代
表
者
の
一
言　
北
ア
ル
プ
ス

奉
納
太
鼓
は
、
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お

い
て
、
世
界
的
な
音
楽
家
の
喜
多

郎
さ
ん
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

下
、
７
月
29
日（
土
）の
夕
刻
か
ら

翌
朝
の
日
の
出
ま
で
、
連
続
し
て

太
鼓
を
打
ち
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、

山
々
や
自
然
に
感
謝
の
意
を
捧
げ

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
入
場
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
あ

の
有
名
な
喜
多
郎
さ
ん
と
一
緒
に

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う
！

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

は
な
み
フ
ラ
ワ
ー
ズ

■
事
業
名　
わ
ん
ぱ
く
広
場
周
辺

整
備
事
業

■
助
成
金　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
田
邊
一
弘

■
代
表
者
の
一
言　
本
年
度
、平・

花
見
地
区
に
あ
る
わ
ん
ぱ
く
広
場

に
あ
ず
ま
や
お
よ
び
簡
易
ト
イ
レ

を
設
置
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

地
区
内
行
事
、
さ
ら
に
各
地
か
ら

訪
れ
る
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
す
。
当
会
は「
で
き
る
こ

と
は
何
で
も
や
っ
ち
ゃ
お
う
」の

意
気
込
み
で
、
毎
月
の
例
会
で
は
、

地
域
・
社
会
が
穏
や
か
に
、
皆
笑

顔
で
、
安
心
し
て
楽
し
く
生
活
で

き
る
、
協
働
の
地
域
を
創
造
す
る

こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
わ
さ
び

生
産
組
合
大
町
支
部

■
事
業
名　
大
町
の
里
山
を
活
か

し
た
森
の
わ
さ
び
振
興
事
業

■
助
成
金　
76
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
西
澤
守

■
代
表
者
の
一
言　
冷
涼
な
気
候

を
好
む「
わ
さ
び
」に
適
し
て
い
る

中
山
高
原
の
林
間
地
を
中
心
に
、

大
町
市
内
の
里
山
や
農
廃
地
を
活

用
し
、
わ
さ
び
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
わ
さ
び
の
花
の
摘

み
取
り
体
験
や
収
穫
体
験
、
収
穫

し
た
わ
さ
び
を
使
用
し
た
料
理
講

習
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
陰

を
利
用
し
た
家
庭
栽
培（
鉢
植
含

む
）を
募
集
し
ま
す
。
食
育
の
拡

大
と
地
域
特
産
品
と
し
て
、
活
用

で
き
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Slackline

　
　
　

Lovers♥

大
町

■
事
業
名　
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に

よ
る
市
民
の
活
力
増
進

■
助
成
金　
90
万
円

■
代
表
者　
永
田
亜
佳
理

■
代
表
者
の
一
言　
体
幹
や
バ
ラ

ン
ス
感
覚
の
強
化
に
役
立
ち
、
医

療
の
分
野
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
。
実
は
小
さ
な

子
ど
も
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま
で

が
一
緒
に
楽
し
め
る
ん
で
す
！　

大
町
の
魅
力
あ
る
自
然
を
生
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

が
で
き
る
環
境
を
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
の
力
で
こ
の
大
町
に
つ
く
る
こ

と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
各
地

で
の
体
験
会
や
教
室
、
イ
ベ
ン
ト

で“
ゆ
ら
ゆ
ら
”を
気
軽
に
体
感
し

に
き
て
く
だ
さ
い
！
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活
動
継
続
支
援
事
業

大
出
宮
の
森
保
存
会

■
事
業
名　
宮
の
森
自
然
園
整
備

事
業

■
助
成
金　
19
万
円

■
代
表
者　
小
林
健
一

■
代
表
者
の
一
言　
市
民
の
皆
さ

ん
、
宮
の
森
自
然
園
へ
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。
宮
の
森
は
大
出
地

区
に
あ
り
、大
町
温
泉
郷
、市
民
浴

場
や
集
落
に
囲
ま
れ
た
生
活
圏
に

中
に
同
居
し
て
い
る
自
然
豊
か
な

憩
い
の
森
で
す
。
湧
水
や
ザ
ゼ
ン

ソ
ウ
を
は
じ
め
、
花
木
や
草
花
が

咲
き
誇
り
、
自
然
発
生
の
ホ
タ
ル

も
毎
年
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
森
を

荒
廃
さ
せ
な
い
よ
う
私
た
ち
は
草

刈
り
や
植
栽
管
理
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

地
域
創
生
活
動

森
城
址
保
存
会

■
事
業
名　
森
城
址
保
存
活
用
事

業■
助
成
金　
45
万
円

■
代
表
者　
遠
藤
鷹
一

■
代
表
者
の
一
言　
森
城
址
は
当

地
域
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
、
木

崎
湖
の
眺
め
の
良
い
景
勝
地
で
す
。

森
城
址
を
潤
い
と
魅
力
あ
る
地
域

資
源
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

よ
り
多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
訪

れ
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
振
興
と

な
り
、
ま
た
市
民
や
地
元
住
民
な

ど
が
森
城
址
の
歴
史
と
文
化
を
見

直
し
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
10
月
22
日（
日
）

に
森
城
址
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Ｋ
Ｉ
Ｄ
＇Ｓ　
Ｄ
Ａ
Ｙ

実
行
委
員
会

■
事
業
名　
Ｋ
Ｉ
Ｄ
＇Ｓ 

Ｄ
Ａ
Ｙ

■
助
成
金　
１
５
０
万
円

■
代
表
者　
中
村
真
由
美

■
代
表
者
の
一
言　
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！
」。
こ

と
し
も
パ
パ
・
マ
マ
た
ち
が
、
夏

と
冬
に
小
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
自
然
豊
か
で
、

き
ら
り
輝
く
大
人
が
そ
ろ
う
こ
の

大
町
の
魅
力
を
発
揮
し
、
豊
か
な

経
験
・
出
会
い
を
子
ど
も
た
ち
に

届
け
る
体
験
教
育
の
場
を
つ
く
り
、

子
ど
も
た
ち
の
個
の
確
立
、
自
尊

感
情
の
養
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。

活
動
継
続
支
援
事
業

鷹
狩
山
に
展
望
公
園
を

つ
く
る
会

■
事
業
名　
鷹
狩
山
公
園
化
事
業

■
助
成
金　
18
万
円

■
代
表
者　
野
村
透

■
代
表
者
の
一
言　
会
を
立
ち
上

げ
て
早
10
年
余
、
年
々
進
む
公
園

整
備
に
合
わ
せ
来
訪
者
が
順
調
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
山
頂
に
自
由
帳
を
置
き
、
記

入
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
見
る
と
、
ま
さ
に
広
く
全
国

各
地
か
ら
訪
れ
て
い
る
こ
と
や
、

そ
の
ほ
ぼ
全
員
の
人
達
が
こ
こ
の

景
色
お
よ
び
環
境
の
素
晴
ら
し
さ

を
絶
賛
し
て
い
る
こ
と
に
、
全
会

員
が
喜
び
と
と
も
に
、
今
後
の
取

り
組
み
に
励
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
創
生
活
動

ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

■
事
業
名　
市
民
と
商
店
街
の
健

康
づ
く
り
事
業

■
助
成
金　
42
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
新
田
馨
子

■
代
表
者
の
一
言　
毎
週
火
・
木

曜
日
の
夕
方
実
施
し
て
い
る
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
基
本
で
す
が
、
こ

つ
こ
つ
元
気
教
室
、
大
町
市
の
健け
ん

幸こ
う

ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
バ

ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取

り
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
に
健
康

で
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、
誰
し
も
の

願
い
で
す
。
誰
も
が
健
康
で
い
る

た
め
に
、
歩
き
た
く
な
る
、
歩
い

て
し
ま
う
健け
ん

幸こ
う

の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。



広報おおまち　2017.7 14

みんなで支える国民健康保険
　国民健康保険税（国保税）は、皆さんが病気やけがをしたときの
費用に充てられています。国保税を納期限内にきちんと納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線４２２・４２３

本年度の国保税が決まります
　国保税は、前年の所得が確定した後の７月に計算され、１年間の税額が決
まります。納税通知書は７月下旬までに発送しますので、ご確認ください。

国保税の軽減
　世帯主と被保険者（国保加入者）の所得の合計が一定以下の場
合、均等割額と平等割額が減額されます。

自己負担限度額が変わります
　平成29年８月より、70歳以上の現役並み所得者および一般の区分の人は、１カ月の医療費の自己負担限度額
が次のとおり変更になります。

※１　入院した時の食事代や保険が適用されない差額ベッド代などは、支給の対象となりません。
※２　平成29年８月からは一般の区分の人についても、同じ医療保険で過去12カ月以内に外来＋入院の限度額
　　を超えた支給が４回以上あった場合は、４回目以降は44,400円になります。

納税相談をご利用ください
　納期内に納税できない事情がある人は、
納税相談をご利用ください。国保税を滞納
していると、滞納期間に応じた厳しい措置が
取られ、十分な給付が受けられなくなる場
合があります。未納のままにせず、まずはご
相談ください。
　夜間納税相談を次の日程で行います。
■夜間納税相談　７月27日（木）・28日（金）

午後７時まで
■受付　市民課国保・年金係

（市役所本庁舎１階３番窓口）

均等割額と平等割額の軽減
合計所得金額 軽減率

33万円以下のとき 7割

33万円＋（27万円×世帯の被保険者数）以下のとき 5割

33万円＋（49万円×世帯の被保険者数）以下のとき 2割

国保税の税額　次の４つの項目を基に計算し、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで決まります。
区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 上限額

医療分 （所得※ー33万円）×5.90％ 22.0％ 18,000円 24,000円 54万円

後期高齢者支援金分 （所得※ー33万円）×2.40％ － 11,000円 － 19万円

介護分 （所得※ー33万円）×2.20％ 2.0％ 8,000円 7,000円 16万円

※所得とは、前年の収入から公的年金等控除額や給与所得控除額などの必要経費を差し引いた金額です。遺族
年金や障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの所得控除は適用されません。

■現行

区分
自己負担限度額　（月額）※１

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現 役 並 み
所 得 者 44,400円

80,100円＋
（医療費－267,000円）×１％
〈４回目以降は、44,400円〉

一 般 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

■平成29年８月以降
自己負担限度額　（月額）※１

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

57,600円
80,100円＋

（医療費－267,000円）×１％
〈４回目以降は、44,400円〉

14,000円
（年間上限14.4万円）

57,600円
〈４回目以降は、44,400円〉※２

8,000円 24,600円
8,000円 15,000円
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更新の手続き

※「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」は、世帯に平成28年中の個人
住民税の所得の申告をしていない人がいると、更新することができません。収入が無い場合や非課税年金を受給
している場合も申告をしてください。

限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする認定
証です。個人住民税非課税世帯の人は、入院時の
食事代も減額になります。有効期限は毎年７月末
までです。
　引き続き認定証が必要な場合は、お手持ちの認
定証、保険証、マイナンバーの分かるもの、印鑑
を持参の上、手続きしてください。
※国保税の未納がある場合、「限度額適用認定証」
は交付できません。

特定疾病療養受療証
　人工透析や血友病など、高額な治療を長期間必要
とする人に交付している証です。有効期限は、毎年
７月末までです。新しい証を７月下旬に発送します。

高齢受給者証
　医療機関での窓口負担割合（１割、２割、３割の
いずれか）が記載されている証で、70～74歳の人に
交付しています。有効期限は毎年７月末までです。
新しい証を７月下旬に発送します。

年金機構の「黄色の封筒」が届いた人は
年金が受け取れます

今すぐ予約のお電話を！

　老齢基礎年金を受給するために必要な保険
料の納付期間が「25年」から「10年」に短縮さ
れます。
　日本年金機構では、対象となる人に「短縮」
と記載された黄色の封筒（Ａ４サイズ）を順次
お送りしています。
　制度の開始は平成29年８月１日（最も早い
年金のお支払いは29年10月）です。
　黄色の封筒が届いて、まだ請求手続きをさ
れていない人は、松本年金事務所お客様相談
室またはねんきんダイヤルで、事前に年金相
談の予約をしてから、年金事務所で手続きを
行ってください。
■問い合わせ

▽松本年金事務所お客様相談室
℡０２６３－３２－５８２２

▽ねんきんダイヤル
℡０５７０－０５－１１６５

　
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
年
金

（
老
齢
年
金
）や
、
障
が
い
や
死
亡

と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

と
き
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
免
除
や
納
付
猶
予
の
制
度
が

あ
り
、
活
用
す
れ
ば
年
金
を
受
給

す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
に

困
っ
た
ら
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業

し
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申

請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
は
所
得
に
応
じ
て「
全
額

免
除
」「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免

除
」「
４
分
の
１
免
除
」が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
20
～
50
歳
未
満
の
学
生
以
外
の

人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た

だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

■
受
付　
松
本
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
民
課
国
保
・
年
金
係

■
29
年
度
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
申
請
期
間　
７
月
１
日
～

▽
承
認
期
間　
７
月
～
30
年
６
月

国
民
年
金
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
の
ご
活
用
を
！

年
金
保
険
料
納
付
に

お
困
り
の
皆
さ
ん

共
通
事
項

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４
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後期高齢者医療制度高齢者を支える
　後期高齢者医療制度は、75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人の医療費のうち、国や都
道府県、市区町村の公費で約５割、現役世代の支援金（後期高齢者支援金）で約４割、残りの１割を被
保険者が保険料を負担し、みんなで高齢者を支える制度です。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線４２２・４２３

保険料の軽減
　所得の低い人、制度加入直前に社会保険や健康保険組合などの被扶養者として保険料の負担がな
かった人には、保険料の軽減措置があります。軽減後の金額は次のとおりです。
■均等割額の軽減

■所得割額の軽減
　被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた額が58万円以下（年金収入で211万
円以下）の人は、所得割額が２割軽減されます。下線の金額が0円（年金収入で153万円以下）の場合
は、所得割額はかかりません。

■被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被扶養者であっ
た被保険者は、所得割額がかからず、均等割額が７割軽減（12,272円／年）になります。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等の合計額 軽減後の均等割額

33万円以下
の場合

世帯内の被保険者全員が年収80万円以下
（その他各種所得なし）の場合 9割軽減 4,090円／年

上記以外の場合 8.5 割軽減 6,136円／年
33万円＋（27万円×世帯の被保険者数）以下の場合 5割軽減 20,453円／年
33万円＋（49万円×世帯の被保険者数）以下の場合 2割軽減 32,725円／年

自己負担限度額が変わります
　平成29年８月より、現役並み所得者および一般の区分の
人は、１カ月の医療費の自己負担限度額が変更になります。
　詳しくは、14ページの表をご覧ください（区分Ⅰの人は
低所得者Ⅰを、区分Ⅱの人は低所得者Ⅱをご覧ください）。

高額療養費の対象になった人は
　高額療養費申請手続きのお知らせを送付します。申請は
１回のみで、以降は必要ありません。１カ月（同じ月内）の
医療費の自己負担額が限度額を超えた場合は、その超えた
分を申請時に指定いただいた口座に給付します。
　ただし、入院時の食事代や保険適用外の差額ベッド代な
どは、給付の対象外です。

非課税世帯の皆さんは
限度額適用・標準負担額減額認定証の提示を
　個人住民税非課税世帯の人は、入院または高額な外来治療
を受けるときに「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示
することにより、医療機関の窓口での支払いが減額されます。
　有効期限は毎年７月末までです。一度申請すると、８月以
降も該当する場合には期限前に新しい認定証を郵送します。
　認定証を提示せずに医療機関で支払いをした場合は、後
日、差額を高額療養費として給付します。

被保険者証（保険証）が
変わります

　現在お使いの桃色の保険証の有効期
限は、平成29年７月31日です。７月下
旬に「橙

だいだい

色」の新しい保険証を郵送します。
有効期限は30年７月31日です。
　桃色の保険証は、８月１日以降にご自
身で裁断するなどして破棄してください。
８月になっても新しい保険証が届かない
場合は、ご連絡ください。

※医療費の一部負担金の割合が、変更に
なっている場合がありますので、ご確認
ください。

■保険証見本

30

自己負担割合
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　夏の恒例行事「大町やまびこまつり」を開催！
　会場の市街地中央通りでは、小学生によるブラス
バンドや和太鼓の演奏、合唱、吹奏楽、ダンス、みこ
しなど、さまざまなパフォーマンスを予定しています。
　夜は「やまびこ音頭」「やまびこサンバ」で盛り上が
りましょう。皆さんぜひお出掛けください。
■日程

▽歩行者天国　午後３時～９時30分

▽パフォーマンス　午後３時～６時30分

▽踊り　午後７時～９時
■問い合わせ　大町やまびこまつり実行委員会
　（商工労政課商業労政係内）　℡２１－１０７１

　ことしも「大町ゆかたまつり」を開催します。商店街
各所で露店の出店やすてきな景品が当たるスタンプ
ラリーなどがあります。ゆかた姿の人には特典も！

ゆかたの無料着付け
　ボランティアによる、ゆかたの無料着付けを行い
ます。着付けを習いたい人もお気軽にお越しください。
■日時　７月29日（土）　午後４時～６時
■会場　大町商工会館
■持ち物　ゆかた、帯、着物ベルト、腰ひも３本、
伊達締め、タオル３本、おしぼり１本
■問い合わせ　大町市商店街連合会（商工会議所内）
　℡２２－１８９０

　「１回だけなら平気」「危なくないから大丈夫」「みんなやってるよ」などの誘い文句や仲間意識、
ストレスからの逃避、好奇心などから薬物を使用すると、気づかないうちに薬物依存や、脳を
はじめ体や精神に障がいを及ぼす可能性があります。さらに異なる作用の薬物を求め、薬物か
ら抜け出せなくなります。
　インターネットや携帯電話の迷惑メール、街頭勧誘、路上販売などに注意が必要です。

【注意すべき危険な薬物】

■問い合わせ　大町警察署　℡２２－０１１０

薬物乱用防止

危険ドラッグ 覚せい剤 MDMA 向精神薬大麻

NO ダメ。ゼッタイ。
薬物はあなたを確実に変えてしまいます！

市街地中央通り
市街地中央通り 午後４時30分～８時30分

午後３時～９時

ゆかた姿でまちへ行こう！
第19回 大町ゆかたまつり

７月29日 土

ことしも盛り上がろう！
第39回 大町やまびこまつり

８月５日 土
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まちづくり行政懇談会

　
三
期
目
の
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、三
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
市

長
へ
の
手
紙
」
や
「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」「
行
政
懇
談
会
」「
地
域
懇
談
会
」
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
た
に
策
定
し
た
市
の
第
五
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

で
は
市
の
発
展
を
支
え
る
「
ひ
と
」
を
育
む
こ
と
を
重
要
課
題
と
し
、
市
の
将
来
像
を
「
未

来
を
育
む
　
ひ
と
が
輝
く
　
信
濃
お
お
ま
ち
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
ひ
と
を
育
む
ま
ち
」「
活

力
あ
ふ
れ
る
産
業
と
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」「
だ
れ
も
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
豊
か
な
自
然
を
守
り
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
」「
市
民
の

参
画
と
協
働
で
つ
く
る
ま
ち
」
の
五
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
政
策
の
柱
に

沿
っ
て
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
積
極
的
に
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
町
市
長

市
長
へ
の
手
紙

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

を
市
長
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
２
年

に
始
ま
り
、
こ
と
し
で
28
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
は
、
市

長
が
必
ず
全
て
に
目
を
通
し
、
内

容
に
よ
り
担
当
課
に
指
示
を
し
て

検
討
し
、
お
返
事
を
作
成
の
上
、

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
手
紙
は
52
通
で
し
た
。
複
数

項
目
に
わ
た
る
内
容
も
あ
り
、
項

目
別
で
は
、
保
健
・
福
祉
４
件
、

病
院
・
医
療
２
件
、
生
活
・
環
境

15
件
、
子
育
て
・
教
育
15
件
、
産

業
・
観
光
８
件
、
防
災
・
行
政
13

件
の
合
計
57
件
で
し
た
。

市長と語ろう！ まちづくり

あなたのご意見・ご提案を市政に生かします
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市長と語ろう！　まちづくり

地域懇談会

市
長
か
ら
の
お
願
い

　
市
連
合
自
治
会
と
各
自
治
会

の
主
催
に
よ
り
、
き
め
細
か
い

地
域
の
単
位
で「
地
域
懇
談
会
」

を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
11

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
ま
で

に
67
回
、
延
べ
１
２
７
の
自
治

会
に
私
自
身
が
お
伺
い
し
て
懇

談
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
多
く
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ご
意
見
・
ご
提

案
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
直

接
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
そ
の

場
で
お
答
え
が
難
し
い
こ
と
に

つ
い
て
も
、
後
日
、
担
当
課
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
必
ず

お
答
え
し
て
い
ま
す
。
今
、
地

方
行
政
は
大
き
な
節
目
の
時
代

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会

手
紙
の
用
紙
を

　
　
　
折
り
込
み
ま
し
た

　
今
回
の「
広
報
お
お
ま
ち
」に
、

「
市
長
へ
の
手
紙
」の
用
紙
を
折
り

込
み
ま
し
た
。
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
提
案
を
記
入
の
上
、
投と
う

函か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
紙
の
用
紙
お
よ
び
投
函
箱
は
、

市
役
所
本
庁
舎
の
ほ
か
、
市
八
坂

支
所
、
市
美
麻
支
所
、
各
公
民
館

に
も
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
意

見
・
ご
提
案
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。市

長
へ
の
メ
ー
ル

　
「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」も「
市
長

へ
の
手
紙
」と
同
じ
く
、
お
送
り

い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
は
、
市
長
が

必
ず
全
て
に
目
を
通
し
、
お
返
事

を
作
成
の
上
、
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　
28
年
度
に
お
送
り
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
は
１
０
３
通
で
し
た
。
複

数
項
目
に
わ
た
る
内
容
も
あ
り
、

項
目
別
で
は
、
保
健
・
福
祉
３
件
、

生
活
・
環
境
33
件
、
子
育
て
・
教

育
21
件
、
産
業
・
観
光
11
件
、
防

災
・
行
政
37
件
の
合
計
１
０
５
件

や
人
口
減
少
な
ど
の
大
き
な
課

題
の
解
決
に
つ
い
て
は
特
効
薬

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
引
き
続
き
自
治
会

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、「
地

域
懇
談
会
」を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
市
民
活
動

支
援
係

℡
市
内
線
８
３
１

で
し
た
。

■
送
信
方
法

　
「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」は
、
次
か

ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
→
市
長
へ
の
手
紙
・
メ
ー
ル
→

m
ayor@

city.om
achi.nagano.jp

「
手
紙
」「
メ
ー
ル
」に
は

住
所
、
氏
名
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」「
市
長
へ
の

メ
ー
ル
」は
、
市
長
か
ら
お
返
事

を
お
送
り
し
ま
す
。
手
紙
、
メ
ー

ル
を
お
送
り
い
た
だ
く
際
は
、
必

ず
住
所
、
氏
名
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
内
容
に
よ
っ
て
は
、
関
係
部
署

と
の
調
整
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

お
返
事
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」「
市
長
へ
の

メ
ー
ル
」で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

も
の
は
、
広
報
お
お
ま
ち
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る

内
容
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

市
長
と
語
ろ
う
！

ま
ち
づ
く
り
行
政
懇
談
会

　
市
民
と
行
政
が
連
携
し
、
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
民

参
加
の
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
長
と
市
内
各
種
団
体
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
膝
を
交
え

て
大
町
市
の
将
来
に
つ
い
て
懇
談

す
る「
市
長
と
語
ろ
う
！　
ま
ち

づ
く
り
行
政
懇
談
会
」を
平
成
18

年
11
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
54
回
開
催
し
て
、

市
政
全
般
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。　
懇
談
時
間
は
１
時

間
30
分
程
度
で
す
。
開
催
日
時
・

場
所
は
団
体
の
代
表
者
と
相
談
し

て
決
定
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
電
話
ま
た

は
直
接
、
情
報
交
通
課
広
聴
広
報

係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
懇
談
の
内
容
に
つ
い
て
承
諾
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
長
の
部
屋
」内
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
通
課
広
聴
広
報
係

℡
市
内
線
４
０
４

地
域
懇
談
会

　
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
に
直
接
、
ご
意
見
・
ご
提

案
を
い
た
だ
く
機
会
と
し
て「
地
域
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。
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市長への手紙（子育て・教育）

■お寄せいただいたご意見
　リオ五輪バドミントンの奥原希望さんの試
合、文化会館に足を運び大型スクリーンで応
援しました。銅メダル獲得で市民が盛り上がっ
ているので、奥原選手の市中パレードをぜひ
実施してほしいと思います。

■市長からのお返事
　リオ五輪バドミントン女子シングルス日本
代表の奥原希望選手の応援ありがとうござい
ました。８月18日に行われました準決勝のパ
ブリックビューイングでは、深夜の試合にも
関わらず約600人もの市民の皆さまに応援い
ただきました。惜しくも敗れてしまいましたが、
見事、銅メダルを獲得することができました。
　市にとりまして初めてのオリンピック選手
であり、メダリストとなりました奥原選手を
お祝いする気運が高まるなか、急きょ29日に
奥原選手が大町へ帰郷することとなり、この
機会に「祝賀パレード」と「銅メダル獲得をお祝
いする会」を開催いたしました。
　当日はパレードに１万２千人、文化会館で
のお祝いする会にも700人もの皆さまにお祝
いいただき、奥原選手にも大変喜んでいただ
きました。希望選手の活躍と笑顔が、市民を
始め大勢の皆さまに夢と感動を与えていただ
き、市にとりましても、本当にうれしいこと
と思います。

市長へのメール（生活・環境）

■お寄せいただいたご意見
　いつも、ふれあいバスを利用していま
す。フレスポ大町のバス停にベンチが一
つしかないので、待っているときに何人
もの人が立って待っています。ベンチを
増やしてほしい。

■市長からのお返事
　フレスポ大町は、各店舗を営業してい
る事業者と、敷地を含めた施設全体を管
理する会社が協同して運営している商業
施設で、市民バスのバス停につきまして
も、バス停標識以外の施設は施設管理会
社の管理となっております。市といたしま
しては、皆さまからいただいたご意見や
ご要望を管理会社に伝え、改善をお願い
するなど利便性の向上に努めております。
　ご要望のベンチの増設につきましては、
他のお客さまからもご要望があり、現在
４台までベンチを増やしていただいており
ますのでご確認いただきたいと存じます。

　28年度にあった公文書公開の請求は186件です。運用の内訳は、表のとおりです。
　公文書の一部公開は、特定の個人が判別できる場合や法人などに関する情報で、公にすることにより、
当該法人などの権利、競争上の地位を害する恐れがあるなどの理由で、一部公開としました。
　公平委員会、監査委員、農業委員会および固定資産評価審査委員会への公開請求はありませんでした。

■問い合わせ　庶務課行政管理係　℡ 市 内線５１１

公文書公開・個人情報開示の請求件数と処理状況

執行機関　　　　　区分 請求
処理状況

取り下げ 審査請求
公開 一部公開 非公開（不存在含む）

市長（水道部・病院含む) 181 77 60 40 4 −
教育委員会 2 1 1 − − −
選挙管理委員会 1 − 1 − − −
議会 2 − − − 2 −

計 186 78 62 40 6 −

個人情報の開示請求
請求

処理状況
取り下げ 不服

申し立て承諾 一部不承諾 不承諾（不存在含む）

5 4 1 − − −

28年度中にいただきました
「市長への手紙」

「市長へのメール」の内容を
一部ご紹介します

平成28年度の運用状況 公文書公開・個人情報開示請求
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市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
、
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
空
き
容
器

（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き
缶
）

を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
方
法
や

運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
指
定
場

所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
農

薬
空
き
容
器
の
回
収
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
大

北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
営

農
窓
口
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
７
月
18
日（
火
）

■
回
収
場
所
・
時
間

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

…
…
…
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

…
…
…
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所

…
…
…
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
八
坂
野
平
山
村
広
場

…
…
…
…
午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

…
…
…
…
…
…
午
前
10
時
～
11
時

■
委
託
処
理
料
金（
１
㎏
当
た
り
、

運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
…
55
円

▽
農
薬
空
き
容
器
…
…
１
６
０
円

▽
特
殊
空
き
容
器
…
…
５
０
０
円

■
持
ち
物

▽
委
託
処
理
料
金

▽
印
鑑（
個
人
と
処
理
業
者
間
で

委
任
状
を
作
成
す
る
た
め
）

■
荷
造
り
す
る
時
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
梱
包
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
梱
包
す
る
。
特
に
肥
料
袋
は
、

他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を

使
用
し
十
字
に
結
ぶ（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

■
運
搬
す
る
時
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
場
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
農
薬
空
き
容
器
の
回
収

　
先
月
４
日
、
北
ア
ル
プ
ス
国
際

芸
術
祭
が
開
幕
し
、
21
日
ま
で

の
18
日
間
で
、
延
べ
５
万
４
千
人

も
の
お
客
さ
ま
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
受
付
が
あ
る
19
カ
所

の
ア
ー
ト
会
場
の
合
計
人
数
で
す

が
、
こ
れ
を
全
34
の
会
場
に
置
き

直
し
ま
す
と
９
万
１
千
人
を
超
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
三
々
五
々
、

街
中
や
郊
外
の
ア
ー
ト
エ
リ
ア
を
、

小
さ
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
に
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
ぞ
ろ
歩

く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
海
外
か

ら
来
ら
れ
た
方
も
多
く
、
外
国
語

の
会
話
も
耳
に
入
り
ま
す
。

　
各
会
場
で
は
、
雄
大
な
山
や
水

な
ど
豊
か
な
自
然
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
家
の
力
作
が
来
場
者
を
迎
え
、

サ
ポ
ー
タ
ー
や
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
人

気
の
高
い
会
場
で
は
、
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
多
彩
な
作
品
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
町
市
の
豊
か
な

自
然
を
た
た
え
る
催
し
が
ほ
か
に

も
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
４
日
、
針

ノ
木
大
雪
渓
で
開
催
さ
れ
た
針
ノ

木
岳
慎
太
郎
祭
は
、
か
つ
て
市
内

で
旅
館「
對た
い

山ざ
ん

館か
ん

」を
営
み
、
北
ア

ル
プ
ス
開
拓
の
先
駆
者
と
な
っ
た

百
瀬
慎
太
郎
翁
の
偉
業
を
し
の
ぶ

も
の
で
、
昭
和
33
年
に
始
ま
り
、

こ
と
し
60
回
目
を
迎
え
、
大
き
な

節
目
を
祝
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
16
回
目
を
迎
え

た
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
で
、

５
月
か
ら
の
雪
形
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

や
写
真
展
に
続
き
、
６
月
10
日
に

は
文
化
会
館
で
、
合
唱
や
詩
、
俳

句
、
児
童
絵
画
な
ど
の
展
示
や
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
大
町
市
少
年
少
女
合
唱
団
、

北
小
学
校
合
唱
団
、
北
ア
ル
プ
ス

第
九
を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
と
観
客

が
一
体
と
な
っ
て
歌
っ
た「
早
春

賦
」は
、
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
大

町
の
雪
形
ま
つ
り
に
ふ
さ
わ
し
い

歌
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
で
は
、
入
選
し
た

絵
画
の
画
像
を
背
景
に
、
表
彰
を

受
け
た
児
童
本
人
が
詩
を
朗
読
し

ま
し
た
。
ど
れ
も
、
身
近
な
春
を

み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
表
現
し
た

素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

　

最
後
を
飾
る
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、

和
太
鼓
の
発
表
で
は
、
躍
動
的
な

ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大

き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
に
根
差
し
た

文
化
・
芸
術
を
継
承
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
、
し
っ
か
り
応

援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第94回】
芸術祭、順調にスタート

大町市長　牛越徹
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東
小
学
校

祖
父
母
参
観
日
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

に
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
14
日（
土
）

午
後
１
時
40
分
～
４
時

▽
会
場　
東
小
学
校　
体
育
館

▽
持
ち
物　
上
履
き

東
小
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

　
低
・
中
・
高
学
年
の
３
コ
ー
ス

を
児
童
が
自
己
記
録
更
新
を
目
指

し
て
走
り
ま
す
。
児
童
の
頑
張
り

に
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
２
日（
木
）

午
前
９
時
～
10
時
30
分

▽
会
場　
東
小
学
校　
周
辺
道
路

絆
・
あ
り
が
と
う
の
会

　
日
頃
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
域
や
家
庭
の
皆
さ
ん
に
、
児
童

の
感
謝
の
気
持
ち
や
元
気
を
お
届

け
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
10
日（
金
）

午
後
０
時
50
分
～
１
時
50
分

▽
会
場　
東
小
学
校　
体
育
館

▽
持
ち
物　
上
履
き

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
）

▽
日
時　
11
月
10
日（
金
）

午
後
２
時
10
分
～
３
時
40
分

▽
会
場　
東
小
学
校　
体
育
館

▽
演
題　

親
子
で
学
ぶ
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

▽
講
師　
南
澤
信
之
さ
ん（
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
全
校
参
観
日
の
日
時

７
月
５
日（
水
）

平
成
29
年
度

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
低
学
年
参
観
日
の
日
時

30
年
２
月
15
日（
木
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
中
学
年
参
観
日
の
日
時

30
年
２
月
９
日（
金
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
高
学
年
参
観
日
の
日
時

30
年
２
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
東
小
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
１
１

西
小
学
校

校
内
音
楽
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
２
日（
木
）

午
前
９
時
～
正
午

▽
会
場　
西
小
学
校　
体
育
館

▽
持
ち
物　
上
履
き

運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
16
日（
土
）

午
前
８
時
40
分
～
午
後
２
時
40
分

※
雨
天
順
延

▽
会
場　
西
小
学
校　
校
庭

授
業
参
観
・
バ
ザ
ー

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
17
日（
火
）

午
後
２
時
５
分
～
４
時
30
分

▽
持
ち
物　
上
履
き

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
最
後
ま
で
全
力
で
走
る
姿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
22
日（
水
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

▽
会
場　
西
小
学
校　
校
内
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　
西
小
学
校　

℡
・
有
線
２
２
・
０
０
１
９

南
小
学
校

運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
の
活
躍
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
16
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

▽
会
場　
南
小
学
校　
校
庭

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

▽
日
時　
10
月
20
日（
金
）

学
校
開
放
講
座

　
「
生
涯
学
習
の
機
会
と
し
て
、
多
く
の
人
に
学
校
の
授
業
や
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」「
地
域

の
皆
さ
ん
に
近
所
の
学
校
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
、
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

本
部
と
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
が
行
う
授
業
・
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
を
積
極
的
に
開
放
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
提
供
す
る
学
校
開
放
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
に
限
ら
ず
、
ど
こ
で
も
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
自
身
の
学
習
機
会
と
し
て

ご
都
合
に
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
学
校
施
設
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係　
℡
市
内
線
６
２
２
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午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
会
場　
南
小
学
校　
体
育
館

▽
演
題　
ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト
～
視
覚
障
が
い
を
乗
り
越

え
～

▽
講
師　
大
月
裕
夫
さ
ん（
ピ
ア

ノ
演
奏
家
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
10
月
28
日（
土
）

▽
内
容
・
時
間

授
業
参
観

午
前
８
時
45
分
～
11
時
30
分

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

午
後
２
時
～
３
時

▽
持
ち
物　
上
履
き

松
林
マ
ラ
ソ
ン

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
敷
地

内
の
松
林
の
中
で
朝
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
か
。
10
～
11
月
に

全
校
で
取
り
組
み
ま
す
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
時
間　
午
前
７
時
45
分
～
８
時

15
分

【
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
】

11
月
８
日（
水
）　
午
前
中

※
予
備
日
11
月
14
日

■
問
い
合
わ
せ　
南
小
学
校　

℡
・
有
線
２
２
・
０
５
２
１

北
小
学
校

授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
３
日（
月
）

午
後
２
時
５
分
～

▽
持
ち
物　
上
履
き

音
楽
会

　
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
・
演
奏
を

ぜ
ひ
聴
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
20
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

▽
会
場　
北
小
学
校　
体
育
館

▽
持
ち
物　
上
履
き

な
か
よ
し
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
旬
間

　
各
学
年
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
手
話
体
験
、

点
字
体
験
、
車
い
す
体
験
、
ア
イ

マ
ス
ク
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
体
験
な

ど
を
、
児
童
と
一
緒
に
体
験
で
き

ま
す
。
期
間
中
は
、１
時
限
目（
午

前
８
時
50
分
～
９
時
35
分
）を
中

心
に
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

▽
期
日　
10
月
23
日（
月
）～
11
月

10
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　
北
小
学
校　

℡
・
有
線
２
３
・
０
１
９
０

八
坂
小
学
校

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

▽
日
時　
８
月
25
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時
35
分

▽
会
場　
八
坂
小
学
校　
体
育
館

▽
演
題　
日
本
に
住
ん
で
み
て
の

発
見
～
異
文
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

▽
講
師　

清
水
ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん

（
元
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

八
坂
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会

　
保
育
園
、
小
学
校
、
地
域
住
民

の
合
同
運
動
会
で
す
。

▽
期
日　
９
月
９
日（
土
）

▽
会
場　
八
坂
小
学
校　
校
庭

パ
ン
ジ
ー
の
春
花
壇
づ
く
り

▽
種
ま
き

８
月
23
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

▽
苗
の
仮
植

９
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

▽
苗
の
定
植

11
月
１
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
期
日　
７
月
10
日（
月
）、
11
月

17
日（
金
）、
30
年
２
月
３
日（
土
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
八
坂
小
学
校　

℡
２
６
・
２
０
１
０

八
坂
中
学
校

授
業
参
観
・
学
校
公
開

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。
内
容
に
よ
り
一
緒
に
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
期
日　
11
月
17
日（
金
）、
30
年

２
月
３
日（
土
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

学
習
総
合
発
表
会
や
ま
び
こ
祭

（
文
化
祭
）

　
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

音
楽
会
、
ミ
ニ
運
動
会
、
各
種
展

示
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
半
年
間

の
学
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
29
日（
金
）午
後
０

時
40
分
〜
２
時
50
分
、
30
日（
土
）

午
前
８
時
40
分
〜
11
時
40
分

▽
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
八
坂
中
学
校　

℡
２
６
・
２
０
２
０

美
麻
小
中
学
校

学
校
公
開

　
美
麻
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
の
様
子
、
学
校
施
設
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
小
規
模
特
認
校
制
度
の

利
用
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
に
学
校
説
明
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
２
日（
土
）

午
前
８
時
15
分
～
正
午
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▽
持
ち
物　
上
履
き

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

▽
日
時　
９
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
35
分

▽
会
場　
美
麻
小
中
学
校　
体
育

館▽
演
題　
バ
イ
オ
リ
ン
＆
ト
ー
ク

コ
ン
サ
ー
ト
～
夢
に
向
か
っ
て
～

▽
講
師　
牧
美
花
さ
ん（
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
家
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

第
30
回 

梨
の
木
祭（
文
化
祭
）

　
学
芸
、
学
習
の
成
果
発
表
や
音

楽
会
が
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
の
発
表
す
る
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容

○
９
月
29
日（
金
）　
午
後

開
祭
式
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

○
９
月
30
日（
土
）　
終
日

音
楽
会
、
展
示
、
閉
祭
式

▽
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　
７
月
11
日（
火
）、
11
月

17
日（
金
）、
30
年
２
月
３
日（
土
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
美
麻
小
中
学
校

℡
２
９
・
２
０
０
４

第
一
中
学
校

こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）

　
学
習
・
作
品
展
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
英
語
ス
ピ
ー
チ
な
ど

の
学
習
発
表
、
運
動
会（
一
中
秋

の
陣
）、
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。
生
徒
が
一
人
一
人〝
輝
く
〟姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
29
日（
金
）・
30
日

（
土
）

午
前
８
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
持
ち
物　
上
履
き

人
権
教
育
講
演
会

　
秋
の
人
権
教
育
旬
間
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
26
日（
木
）

午
後
１
時
40
分
～
２
時
40
分

▽
会
場　
第
一
中
学
校　
体
育
館

▽
演
題　
「
君
は
一
人
じ
ゃ
な
い

か
ら
～
性
同
一
性
障
が
い
の
当
事

者
が
語
る
現
状
と
課
題
～
」

▽
講
師　
長
岡
春
奈
さ
ん

▽
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
日
時　
９
月
５
日（
火
）、
10
月

30
日（
月
）、
30
年
２
月
８
日（
木
）

午
前
８
時
15
分
～

▽
持
ち
物　
上
履
き

Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱

　
こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
合
唱
を
発
表
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
Ｏ
Ｂ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
大

歓
迎
で
す
。
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

▽
練
習
日
時　
８
月
か
ら
３
回
程

度　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽
会
場　
第
一
中
学
校　
音
楽
室

▽
定
員　
30
人
程
度

▽
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
第
一
中
学
校　

℡
・
有
線
２
２
・
１
２
６
２

仁
科
台
中
学
校

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

▽
日
時　
７
月
13
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
会
場　
仁
科
台
中
学
校　
体
育

館▽
演
題　
「
遠
い
空
の
下
の
故
郷

～
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
に
生
き
て
～
」

▽
講
師　
木
下
美
智
子
さ
ん（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
現
代
座
所
属
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

蓮
華
祭（
文
化
祭
）

　
意
見
文
発
表
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
発
表
、
吹
奏
楽
部
発
表
、

生
徒
会
企
画
、
音
楽
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。
生
徒
一
人
一
人
の
学
習

成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
29
日（
金
）・
30
日

（
土
）　
午
前
８
時
35
分
～
午
後
３

時
30
分（
土
曜
日
は
午
後
０
時
10

分
ま
で
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

▽
そ
の
他　
校
地
内
お
よ
び
Ｊ
Ａ

大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
期
日　
７
月
７
日（
金
）、
９
月

５
日（
火
）、
11
月
13
日（
月
）、
30

年
２
月
22
日（
木
）

▽
持
ち
物　
上
履
き

▽
そ
の
他　
校
地
内
お
よ
び
Ｊ
Ａ

大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
蓮
華
祭
、
母
親

コ
ー
ラ
ス
祭
な
ど
で
コ
ー
ラ
ス
の

発
表
を
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ご
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
日
時　
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
４
木
曜
日

午
後
７
時
～
８
時

▽
会
場　
仁
科
台
中
学
校　
音
楽

室▽
そ
の
他　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
み
年
会
費
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
仁
科
台
中
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
１
８
１
７
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　通常の学区と異なり、通学区を広げて児童・生徒の募集を行う小規模特認校制度により、八坂小学校、
八坂中学校、美麻小中学校の３校は本年度も市内全域から児童・生徒を募集します。
　詳しくは各校のホームページをご覧ください。

体験活動を重視し
主体性を育てる八坂小学校、八坂中学校
■特色
1　少人数の特色を生かし、小中連携教育を進

め、確かな学力を身に付けさせ、一人一人の
願いの実現を図ります。

2　子どもたちに自ら学ぶ意欲や主体的な態度
が身に付くように、地域の自然や伝統・文化
を体験的に学ぶ学習を充実させます。

3　特認校制度の下に転入学した児童・生徒の
うち、４年生以上は定期的（年間３回を予定）
に山村留学センターを利用した通学合宿を実
施して、集団の中での規則正しい生活習慣と
生活力を高めます。

■募集する学年・人数　30年度の中学３年生を
除く学年を対象に学区外から若干名
■募集期間　７～12月
■学校見学会

▽八坂小学校　７月10日（月）、11月17日（金）

▽八坂中学校　９月29日（金）、11月17日（金）

▽内容　授業参観、学校説明
■問い合わせ

▽八坂小学校（教頭）　℡２６－２０１０

▽八坂中学校（教頭）　℡２６－２０２０

自律した学習者を育てる
新たな歩みを始めた美麻小中学校
■特色
1　小中一貫教育校として、義務教育９年間を

心身と学びの発達に合わせてホップ期（１～４
年）、ステップ期（５～７年）、ジャンプ期（８～
９年）の三つの課程で構成し、５年生からは教
科担任制によって学習指導を行います。

2　東海大学と美麻公民館の連携により開発さ
れた「元気アップ運動」を毎朝全校児童・生徒
が行い、体力を向上させるとともに心身の安
定を図ります。

3　全校による米国メンドシーノとの交流事業
や、５・６年生は姉妹校Ｋ８スクールなど米
国への訪問事業（隔年）で、コミュニケーショ
ン能力や国際感覚を養います。

■募集する学年・人数　30年度の全学年を対象
に学区外から若干名
■募集期間　９～12月
■学校見学会

▽期日　９月２日（土）

▽内容　元気アップ運動、授業参観、学校説明
■問い合わせ
　美麻小中学校（副校長）　℡２９−２００４

　
動
物
の
飼
い
主
に
は
、
動
物

を
適
正
に
飼
育
す
る
責
任
が
あ

り
、
自
覚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

動
物
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど

繁
殖
制
限
の
措
置
を
取
る
の
も

そ
の
一
つ
で
す
。
不
用
意
な
繁

殖
で
適
正
な
飼
育
が
で
き
る
頭

数
を
超
え
る
と
、
不
幸
な
犬
や

猫
が
増
え
る
結
果
に
な
り
ま
す
。

　
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支

部
で
は
、
犬
・
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る

犬
ま
た
は
猫
の
飼
い
主

■
条
件

▽
29
年
12
月
31
日（
日
）ま
で
に
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
済
ま
せ
る

こ
と

▽
後
述
の「
手
術
可
能
な
動
物

病
院
」で
手
術
を
受
け
る
こ
と

▽
一
世
帯
に
つ
き
１
匹

▽
犬
は
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予

防
注
射
が
済
ん
で
い
る
こ
と

▽
永
久
的
な
不
妊
・
去
勢
手
術

を
行
う
こ
と

▽
生
後
６
カ
月
以
上
５
歳
程
度

以
下
の
犬
ま
た
は
猫

■
補
助
金
額　
雄
・
雌
い
ず
れ

も
１
匹
に
つ
き
３
０
０
０
円

■
手
術
可
能
な
動
物
病
院

▽
横
澤
動
物
病
院（
北
原
町
）

℡
２
２
・
０
２
３
６

▽
あ
づ
み
動
物
病
院（
常
盤
・

上
一
）

℡
２
２
・
７
５
９
０

▽
松
沢
動
物
病
院（
白
馬
村
）

℡
７
２
・
２
６
６
０

■
申
し
込
み　
８
月
31
日（
木
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支

部（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
食

品
・
生
活
衛
生
課
内
）

℡
２
３
・
６
５
２
８

犬
・
猫
の
不
妊
・

去
勢  

手
術
費

八坂小学校・八坂中学校・美麻小中学校

市内全域から児童・生徒を募集！

補助
制度
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と ★き ★め ★き

マイ・シティー

ときめきマイ・シティー

　
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
る
第
60
回
針

ノ
木
岳
慎
太
郎
祭
が
６
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
百
瀬
慎
太
郎
は
、
日
本
の
近
代
登
山
の
先
駆

者
で
、
こ
と
し
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
大

町
登
山
案
内
人
組
合
を
全
国
に
先
駆
け
て
結
成

し
ま
し
た
。

　
祭
典
に
は
、
登
山
愛
好
家
な
ど
約
２
５
０
人

が
参
加
。
針
ノ
木
大
雪
渓
で
安
全
祈
願
祭
を
行

い
、
参
加
者
に
は
60
回
の
記
念
の
升
が
贈
ら
れ

お
神
酒
で
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
針
ノ
木
峠
へ
の
登
山
や
、
雪
渓
周
辺

の
自
然
観
察
会
を
楽
し
み
、
下
山
後
に
は
お
し

る
こ
が
振
る
舞
わ
れ「
温
か
く
て
お
い
し
い
」と
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
当
地
カ
レ
ー
日
本
一
を
決
め
る「
よ
こ
す
か
カ

レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」で
、
大
町
市
の

黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
が
初
の
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
６
月
３
日
～
４
日
に
神
奈
川
県

横
須
賀
市
で
開
催
さ
れ
、
ご
当
地
カ
レ
ー
グ
ラ
ン

プ
リ
に
は
全
国
か
ら
23
団
体
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

来
場
者
の
投
票
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
飲
食
店
で
つ
く
る
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
推
進

協
議
会
の
代
表
と
し
て
６
年
連
続
出
店
し
た「
豚

の
さ
ん
ぽ
」（
仁
科
町
）の
早
野
智
泰
店
長
は「
こ
れ

を
機
に
、
開
催
中
の
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
盛
り
上
げ
、
市
外
に
も
発
信
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
８
月
31
日
ま
で
実
施
中
で
す
。

　
大
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の
松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
対
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
試
合
観
戦
と
応

援
体
験
を
６
月
11
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
21
人
は
、
松
本
平
広
域
公
園
総
合
球
技
場
・
ア

ル
ウ
ィ
ン
の
広
い
ス
タ
ジ
ア
ム
や
飲
食
店
な
ど
の
露
店
の

雰
囲
気
を
楽
し
み
、
試
合
が
始
ま
る
と
お
そ
ろ
い
の
タ
オ

ル
マ
フ
ラ
ー
を
掲
げ
、大
き
な
声
や
拍
手
で
応
援
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
の
長
㟢
喜
治
さ
ん
は「
参
加
者
か
ら
は
、『
会
場

に
年
配
の
人
も
い
て
ビ
ッ
ク
リ
』『
家
族
と
ま
た
来
た
い
』

な
ど
の
感
想
が
聞
け
た
。
研
修
を
通
じ
て
高
齢
者
の
生
き

が
い
や
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
」と
話
し
ま

し
た
。

　
大
町
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
、

６
月
18
日
に
鹿
島
槍
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
中
綱
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
消
防
団
員
の
日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
表
し
、

消
防
技
術
の
向
上
と
消
防
団
の
士
気
高
揚
を
図
り
ま
す
。

競
技
に
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
６
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
９
チ
ー
ム
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
２
チ
ー
ム
が
出
場
。
大
き
な

声
や
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
、
訓
練
の
成
果
を
披
露
す

る
と
、
家
族
や
仲
間
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
澤
誠
団
長
は「
訓
練
に
よ
り
一
年
を
通
し
て
有
事
の

際
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」と
団
員
を
鼓
舞

し
ま
し
た
。

夏
山
開
幕　
針
ノ
木
岳
慎
太
郎
祭　
60
回
の
節
目

黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
が
日
本
一
に　
よ
こ
す
か
カ
レ
ー
フ
ェ
ス

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
応
援
を
体
験

日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露　
大
町
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会



27 広報おおまち　2017.7

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
ず
ぶ
ぬ

れ
覚
悟
！「
夏
の
ア
ル
プ
ス
大
冒
険
～
サ
マ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
～
」

が
始
ま
り
ま
す
。
人
気
の
川
遊
び「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー
」は

７
月
15
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！　

水
遊
び
プ
ー
ル
と
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド
」で
は
、
こ
と
し
も
や
り
ま
す

「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ
イ
ム
！
」。
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
パ
ー
ク
も
夏
休

み
期
間
中
は
毎
日
開
園
し
ま
す
。

　
夏
休
み
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー

　
北
ア
ル
プ
ス
の
渓
流
・
乳
川
で

川
遊
び
。
大
き
な
滝
は
迫
力
満

点
！　
冷
た
く
て
き
れ
い
な
水
は

プ
ー
ル
で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
み

で
す
。

■
日
時　
７
月
15
日（
土
）～
８
月

27
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４

時■
場
所　
河
畔
広
場

■
そ
の
他　
足
元
の
保
護
の
た
め
、

つ
ま
先
、
か
か
と
の
あ
る
ウ
オ
ー

タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
履
物
を
必

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ー
が
動
き
ま
す
。

■
日
時　
７
月
15
日（
土
）～
８
月

27
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４

時■
場
所　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

■
そ
の
他　
「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ
イ
ム
」

は
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
午
前
11
時
、
正
午
、
午
後
１
時
、

午
後
２
時　
１
日
４
回　
各
５
分

間リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
簡
単
に
木

登
り
が
楽
し
め
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
。

夏
の
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
は
河
畔
で
行

う
特
別
版
で
す
。

■
日
時　
７
月
16
日（
日
）・
17
日

（
月
）　
午
前
10
時
、
午
前
11
時
、

午
後
１
時
、
午
後
２
時
、
午
後
３

時　
１
日
５
回

■
場
所　
河
畔
広
場

■
対
象　
４
歳
以
上

■
定
員　
各
回
10
人

■
料
金　
１
０
０
０
円

シ
ャ
ワ
ー
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
自
然
が
創
造
し
た
変
化
に
富
む

渓
流
で“
ザ
ブ
ザ
ブ
”と
歩
い
た
り
、

川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
た
り
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
楽

み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
７
月
８
日（
土
）～
８
月

31
日（
木
）　
午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
受
付　
事
前
に
電
話
で
、
白
馬

ラ
イ
オ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
。

℡
７
２
・
５
０
６
１

■
定
員　
各
回
20
人　
※
４
人
未

満
の
場
合
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
対
象　
４
歳
以
上　
※
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

■
料
金

▽
大
人
６
５
０
０
円

▽
小
人
５
５
０
０
円

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
３

（
大
人
・
小
人
合
わ
せ
て
３
人
）

１
万
４
５
０
０
円

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
４

（
大
人
・
小
人
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わ
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て
４
人
）

１
万
９
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 
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時
ち
ょ
う
ど
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れ
タ
イ
ム
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は
、
ス
プ
リ
ン スプラッシュ・リバー

リバーサイド・ツリーイング

スプラッシュ・ランド

シャワー・ピクニック
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生涯学習
総合体育館

大町図書館

平公民館・女性未来館ピュア

体育協会

第67回大町市民登山「爺ヶ岳」
　山岳の美しさと自然に親しみ、楽しい登山をして、
地元北アルプスの素晴らしさを再確認しましょう！

■期日　９月２日（土）～３日（日）　※２日が雨天の
場合は中止

■行程

▽１日目　総合体育館集合→扇沢→柏原新道→種池
山荘→爺ヶ岳→種池山荘（泊）

▽ ２日目　種池山荘→柏原新道→扇沢→総合体育館
着　※希望者のみ早朝、爺ヶ岳にご来光を見に行きます。
■対象・定員　市内にお住まいか、通勤・通学して

いる中学生以上の人　先着30人
※定員に満たない場合は、市外在住者も参
加可。70歳以上の人は、医師と相談の上、
お申し込みください。

■費用　11,000円（宿泊代、保険料ほか）
■申し込み　８月10日（木）までに、直接、総合体

育館へ。
■事前トレッキング　必ず出席してください。

▽日時　８月19日（土）　午前８時30分～正午

▽会場　大町公園～鷹狩山

▽持ち物　登山の費用（11,000円）、筆記用具　運
動しやすい服装でご参加ください。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

企画展「信州山の日特集」
　７月９日開催の「信州山の日」公開講演会にちなみ、
信州の山を知り、親しんでいただく企画展を開催し
ます。ぜひ、ご来館ください。

■日時　７月２日（日）～８月11日（金）
■会場　大町図書館　１階　ロビー
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線２１－１６１６

ライフ・エッセンスのビーズ教室
　ビーズステッチ、パー
ルストリング、ジュエリー
クロッシェ、ワイヤーワー
ク、フリーメタリコ、純
銀クロッシェなど好きな
技法で、自分だけのオリジナル作品作りに挑戦しま
しょう。初回はマクラメ技法です。

■日時　８月３日、９月７日、10月５日　木曜日
全３回　午前10時～正午

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着15人
■講師　荻原明子さん、赤羽佳代子さん（ビーズイ

ンストラクター）
■費用　1,500～2,500円（材料費）　※作品により

異なります。
■持ち物　糸切りばさみ、ビーズマット（お持ちの人）
■申し込み　７月７日（金）～21日（金）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。
■その他　託児あります。事前にお申し込みください。
■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線２２－０６９４

ジュニアテニス教室
　夏休み期間にジュ
ニアソフトテニス教
室を開催します。こ
の機会に技術を習得
しましょう。

■日時　７月31日（月）～８月５日（土）　全６回 　
午前９時～正午

■会場　運動公園クレーテニスコート、全天候テニ
スコート

■対象・定員　市内にお住まいの小学３年生以上の
人　先着30人

■費用　1,800円（保険加入者は1,000円）
■申し込み　７月28日（金）までに、費用を添えて

直接、体育協会へ。
■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８
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総合体育館

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

ファミリー体力測定会

　健康で充実した毎日を送る第一歩として、家族や友
人と体力測定しませんか？　運動習慣を身に付ける
きっかけになるかもしれません。測定結果は当日お渡
しします。

■日時　７月29日（土）　午前９時30分～11時30分

▽受付　午前９時～
■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象　市内にお住まいか、通勤・通学している小学

生以上の人
■費用　100円
■持ち物　上履き用運動靴、飲み物、タオル　運動の

できる服装でご参加ください。
■申し込み　７月26日（水）までに、費用を添えて直

接、総合体育館へ。

木崎湖ふれあいカヌー教室
　長野県カヌー協会所属公認指導員が基礎から講習し
ます。カヌーに乗って水上に漕ぎ出そう！

■日時　８月３日（木）　午前10時～正午

▽受付　午前９時30分～
■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■対象・定員　市内にお住まいか、通学している小学

４年生～中学生　先着15人
■費用　1,000円（保険料含む）
■持ち物　着替え、ウオーターシューズ（踵のある物）、

帽子、タオル、飲み物、保険証　運動のでき、
ぬれてもよい服装でご参加ください。

■申し込み　７月27日（木）までに、費用を添えて直
接、総合体育館へ。

少年海洋教室　カヌー・ＯＰヨット
　初心者大歓迎です。終
了後には、８月20日（日）
開催の「木崎湖カップカ
ヌー大会」に参加します。

■日時　８月１日（火）午前・
６日（日）午前・
10日（木）午後・16日（水）午後・19日（土）
午前　全５回　午前：午前９時30分～
正午　午後：午後１時～３時30分

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■対象・定員　市内にお住まいか、通学している小

学３年生～中学生　先着12人
■費用　1,500円（保険料ほか）
■申し込み　７月25日（火）までに、本人または家

族が費用を添えて直接、総合体育館へ。

パーソナルトレーナーによる
トレーニング講座（中期）
　骨格をベースとした基本的な体の動かし方を中心
に、自宅でもできるストレッチなどの運動系プログ
ラム。特に怠りがちな体の後面に働き掛ける動きで
全身すっきりさせましょう。各回完結の講座で、毎
回の参加も可能です。

■期日・会場

▽ ８ 月12日（土）　総合体育館　小アリーナ

▽ ８ 月25日（金）　文化会館　リハーサル室

▽ ９ 月６日（水）　社公民館

▽ ９ 月21日（木）　総合体育館　小アリーナ

▽10月４日（水）　八坂公民館

▽10月17日（火）　総合体育館　小アリーナ

▽11月８日（水）　総合体育館　小アリーナ

▽11月21日（火）　美麻総合福祉センター
■時間　午前10時〜正午
■対象・定員　市内にお住まいの20歳以上の人　

各日先着15人
■費用　500円／回（施設利用料、保険料など）
■持ち物　上履き用運動靴、タオル、飲み物　運動

のできる服装でご参加ください。
■申し込み　開催日の３日前までに、費用を添えて

直接、総合体育館または開催する公民館へ。
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生涯学習
山岳博物館

さんぱく こども夏期だいがく「雑草・
雑木で和菓子と楊枝を作ってみよう
　夏休み恒例イベント。ことしは雑草で和菓子作り
に挑戦！　作った和菓子は、雑木を削って自作する
楊
よう

枝
じ

で食べます。参加無料です。

■日時　８月３日（木）　午前９時30分～正午
■会場　山岳博物館　講堂
■対象・定員　小学生　先着20人　※小学３年生

以下または切出を使用したことない人は保
護者同伴

■持ち物　エプロン、タオル、飲み物、筆記用具、
菓子を持ち帰るための容器、切出（お持ちの
人）　長袖・長ズボンで参加してください。

■申し込み　７月25日（火）までに、電話または直
接、山岳博物館へ。

自然ふれあい講座　みんなで温暖化
ウオッチ　セミのぬけがらを探せ！
　長野県環境保全研究所と共催のこの講座は、毎年
同じ場所で、セミの抜け殻を調べ続けることで、地
球温暖化が身近な自然にどのような影響があるか変
化を見ます。参加無料です。夏休みの自由研究にい
かがですか。

■日時　８月４日（金）　午前10時～正午　※雨天決行
■会場　山岳博物館周辺（大町公園）
■集合場所　山岳博物館駐車場
■対象・定員　どなたでも　先着20人　※小学３

年生以下は保護者同伴
■持ち物　筆記用具、飲み物、タオル、帽子
■申し込み　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電

話番号を添えて、電話またはファクス、Ｅ
メールで長野県環境保全研究所へ。

■問い合わせ　長野県環境保全研究所
　℡０２６－２３９－１０３１
　FAX０２６－２３９－２９２９
　Eメール　kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

大町登山案内人組合創立100周年記念事業
長野県山岳総合センター野外活動講座

「もっと知りたい、大町の山！」
　山岳総合センターと山岳博物館が連携し、山の魅力
をさらに知っていただく二つの講座を開催します。

シリーズ１  信濃大町の山と人　100年の歩み

　講義のほか山岳博物館の企画展と常設展の解説を行
います。
■日時　８月11日（金）　午前９時10分～正午
■会場　山岳総合センター（受付）、山岳博物館
■対象・定員　関心のある人ならどなたでも　先着30人
■内容　講義「信濃大町の山と人　100年の歩み」ほか
■講師　関悟志さん（山岳博物館学芸員）
■費用　500円（博物館観覧料を含む）
■申し込み　８月４日（金）までに、山岳総合センターのホー

ムページから。受講申込書に必要事項を記入の
上、ファクスまたは郵送での申し込みもできます。

シリーズ２  湯俣へ　近代登山と電源開発の道を辿る

■期日　９月９日（土）～10日（日）
■行程

▽ １日目　七倉駐車場集合
7：40→高瀬ダム→湯俣温
泉晴嵐荘（泊）

▽ ２日目　湯俣温泉晴嵐荘
→噴湯丘（見学･解説）→七
倉駐車場解散14：30
※往復とも高瀬ダム～湯俣間は多少の起伏のあるト
レッキングコースを片道４～５時間程度歩きます。
■対象・定員　行程を歩行可能な人　先着15人
■講師　清水隆寿さん（山岳博物館副館長）
■費用　22,000円（保険料、宿泊代、交通費ほか、当日集金）
■持ち物　登山に必要な装備、２日間の昼食・行動食、

登山に適した服装でご参加ください。
■申し込み　８月28日（月）までに、山岳総合センター

のホームページから。受講申込書に必要事項
を記入の上、ファクスまたは郵送での申し込
みもできます。

■問い合わせ　長野県山岳総合センター
　℡２２－２７７３　FAX２２－５４４４
　ホームページ　http://www.sangakusogocenter.com/
　〒398-0002　大町市大町8056-1

■問い合わせ
　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１

湯俣の噴湯丘



31 広報おおまち　2017.7

児童センター

ギャラリー・いーずら

『常盤公民館』

　常盤公民館は、南小学
校とあすなろ保育園の間に
位置しており、連携した事
業を行っているほか、大勢
の園児や小学生をはじめ、地域住民が気軽に立ち
寄れる施設となっています。
　現在、約50のサークルが登録し、健康づくりや芸
術などの文化活動を行っています。サークル体験も
行っていますので、お気軽にお問い合わせください。

利用案内
■開館時間　午前８時30分～午後９時30分
■休館日　日曜日、祝日、年末年始
■施設　図書室、講堂、学習室、研修室、視聴覚室、
料理実習室
■使用料　時間帯や会議室等ごとに使用料が定め
られています。詳しくは、常盤公民館へお問い合
わせください。
※施設使用料は、減免規定があります。
■利用方法　利用登録が必要です。申請書に必要
事項を記入の上、直接、常盤公民館へ。

事業紹介
親子教室「ともだち広場」
　未就園児と保護者を対象にした親子教室「とも
だち広場」がことしも始まりました。年16回の開
催で、電車でのお出掛けや季節の行事など親子で
楽しめます。年度途中からでも参加可能です。み
んなと友達づくりをしましょう。

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

「社会教育施設」を利用しよう！ 
地域の交流の場 

まま’s  Cafe
　子育て中のママ同士で、日頃の
思いや何げない話をして、気持ち
をリセットしませんか。おやつを
食べながら親子で楽しい時間を過ごしましょう。

■日時　７月19日（水）　午前10時～11時30分
■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護

者　先着10組
■申し込み　７月11日（火）までに、電話または

直接、児童センターへ。
■問い合わせ
　児童センター　℡・有線２２－０７４１

芸術と工芸をめぐるふたつの町の
国際交流10周年記念展
　姉妹都市米国・メンドシーノとの芸術交流展示です。

■日時　７月１日（土）～30日（日）　午前10時～
午後６時

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室
（いーずら大町特産館２階）

■問い合わせ
　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡ 市 内線６２２

長野県民手話講座（入門編）
　手話への理解を深め、実際にあいさつや簡単な
日常会話などの手話を学びます。各日内容は同様
で、参加無料です。

■日時　 ▽７月29日（土）　午前10時～正午

▽11月17日（金）　午後１時30分～３時30分
■会場　総合福祉センター
■対象・定員　高校生以上の人　各日20人
■申し込み　事前に申込書に必要事項を記入の上、

ファクスまたは郵送で大町保健福祉事務所へ。
申込書は、市福祉課にもあります。

■問い合わせ　大町保健福祉事務所福祉課福祉係
　℡２３－６５０８　FAX２３－６５０９
　〒398-8602　大町市大町1058-2　大町合同庁舎内

あすなろ
保育園●

南小学校
●　　

JA常盤支所
●

常盤駐在所
●

常盤
公民館
常盤
公民館

147
信
濃
常
盤
駅
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情報ステーション
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自
衛
官・自
衛
官
を
目
指
す
学
生

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
や
自
衛
官
を

目
指
す
学
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生（
男
子
・
女
子
）

■
応
募
資
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歳
～
26
歳
の
人

■
受
付
期
間　
通
年

■
試
験
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受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生
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26
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７
月
１
日（
土
）～
９
月

８
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金
）

■
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験
日　

一
次
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９
月
16
日
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月
）

航
空
学
生

■
応
募
資
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▽
海
上　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年
次
終

了（
見
込
み
含
む
）の
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歳
～
22
歳
の
人

▽
航
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高
卒
ま
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は
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専
３
年
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終
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見
込
み
含
む
）の
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歳
～
20
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人

■
受
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土
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月
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金
）
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月
）

防
衛
大
学
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推
薦
）

■
応
募
資
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高
卒
ま
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は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

で
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど

に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
火
）～
７
日

（
木
）

高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

■
応
募
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

16
歳
ま
で
の
男
子
で
、
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間　
11
月
１
日（
水
）～
12
月

１
日（
金
）

■
試
験
日　
30
年
１
月
６
日（
土
）～
８

日（
月
）の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
応
募
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

16
歳
ま
で
の
男
子

■
受
付
期
間　
11
月
１
日（
水
）～
30
年

１
月
９
日（
火
）

■
試
験
日　
一
次
試
験　
30
年
１
月
20

日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

事
務
所（
松
本
市
深
志
２

−

６

−

５
マ

ル
ナ
カ
深
志
ビ
ル
１
階
）

℡
０
２
６
３
・
３
６
・
２
７
８
７

平
成
30
年
度
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

職
種
で
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

消
防
職
員
Ａ
・
Ｂ

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格

▽
消
防
職
員
Ａ（
高
卒
程
度
）　
平
成
４

年
４
月
２
日
～
12
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
高
卒
程
度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村

（
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、

小
谷
村
）に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
30
年
４
月
以
降
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
管
内
市
町
村
に
居
住
で
き
る
人

▽
消
防
職
員
Ｂ（
救
急
救
命
士
）　
昭
和

63
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有

す
る
人
で
、
居
住
要
件
は
消
防
職
員
Ａ

と
同
様

■
採
用　
30
年
４
月
１
日

※
採
用
後
に
長
野
県
消
防
学
校
で
初
任

科
教
育
を
受
け
、
修
了
後
に
北
ア
ル
プ

ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町
・
南
部
・
北

部
消
防
署
の
い
ず
れ
か
に
配
属
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
き　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
北
ア

ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
へ
。
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
受
付
期
間　
８
月
１
日（
火
）～
15
日

（
火
）　
※
平
日
の
み

■
試
験
日

▽
１
次
試
験　
９
月
17
日（
日
）

▽
２
次
試
験　
10
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
総
務
課
庶
務
係

℡
２
２
・
０
６
８
８

■
試
験
日　
９
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

防
衛
大
学
校
生（
総
合
選
抜
）

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
火
）～
７
日

（
木
）

■
試
験
日　
一
次
試
験　
９
月
23
日（
土
）

防
衛
大
学
校
生（
一
般
）

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　

▽
前
期　
９
月
５
日（
火
）～
29
日（
金
）

▽
後
期　
30
年
１
月
20
日（
土
）～
26
日

（
金
）

■
試
験
日　
一
次
試
験　

▽
前
期　
11
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）

▽
後
期　
30
年
２
月
17
日（
土
）

防
衛
医
科
大
学
校
生

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
火
）～
29
日

（
金
）

■
試
験
日

▽
医
学
科　

一
次
試
験　

10
月
28
日

（
土
）・
29
日（
日
）

▽
看
護
学
科（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

一
次
試
験　
10
月
14
日（
土
）

募集

募集
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募集

募集

募集

定
住
促
進
住
宅
入
居
者

「
野
平
団
地
」「
明
野
集
合
団
地
」

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
す
る
住
宅

▽
野
平
団
地
＝
１
戸（
11
号
棟
）

▽
明
野
集
合
団
地
＝
１
戸（
２
０
２
号

室
）

■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地

【
野
平
団
地
】

大
町
市
八
坂
１
４
８
９
５

－

13（
野
平
）

【
明
野
集
合
団
地
】

大
町
市
八
坂
７
０
４

－

３（
明
野
）

▽
建
設
年
度

【
野
平
団
地
】平
成
28
年
度

【
明
野
集
合
団
地
】平
成
11
年
度

▽
構
造

【
野
平
団
地
】木
造
２
階
建
て（
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）

【
明
野
集
合
団
地
】低
層
耐
火
構
造
２
階

建
て（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▽
建
築
延
べ
床
面
積

【
野
平
団
地
】約
80
㎡（
約
24
坪
）

【
明
野
集
合
団
地
】約
60
㎡（
約
18
坪
）

▽
設
備
状
況

【
野
平
団
地
】ま
き
ス
ト
ー
ブ
、
対
面
式

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン（
３
口
ガ
ス
コ
ン

ロ
）、
ガ
ス
給
湯
器（
高
効
率
タ
イ
プ
）、

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、

■
入
居
決
定
日　
８
月
中
旬

※
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期　
入
居
決
定
日
か
ら
９

月
30
日（
土
）ま
で

※
入
居
手
続
き
後
は
30
日
以
内

■
問
い
合
わ
せ

市
八
坂
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

環
境
保
全
推
進
員

　
市
で
は
、
環
境
保
全
の
効
果
的
な
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
の
不
法
投
棄
、

河
川
の
汚
れ
な
ど
の
巡
視
を
行
う
環
境

保
全
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
５
人

■
応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
人（
平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
）　
※
定
期
の
仕
事
が
あ
る
人
で
も

応
募
可
能

■
業
務
内
容　
週
２
回（
１
回
当
た
り

２
時
間
程
度
）、
各
地
区
内
や
河
川
な

ど
を
巡
視
し
、
ご
み
の
回
収
な
ど
を
実

施■
報
酬　
年
額
５
万
９
４
０
０
円

■
申
し
込
み　
７
月
21
日（
金
）ま
で

に
、
応
募
動
機
、
現
在
の
環
境
問
題
に

対
す
る
考
え
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、郵
送（
当

日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
生
活
環
境
課

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス（
追
い
炊
き
機
能
付
き
）、

洗
面
化
粧
台
、
小
屋
裏
等
収
納
、
下
足

入
れ
、つ
り
戸
棚
、勝
手
口
、縁
側
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
な
ど

【
明
野
集
合
団
地
】シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

電
気
給
湯
器
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
テ
ラ
ス
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
２
台
な
ど

■
入
居
の
条
件　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
所
得
が
一
定

額
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
家
賃

▽
野
平
団
地　
３
万
６
０
０
０
円

▽
明
野
集
合
団
地　
３
万
１
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
減
額
制
度
あ
り

■
敷
金　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み　
７
月
３
日（
月
）～
31
日

（
月
）ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
、
郵
送

（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
市
八
坂
支

所
産
業
建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
八

坂
支
所
産
業
建
設
係
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

環
境
保
全
係
へ
。

■
そ
の
他　
巡
視
な
ど
の
活
動
で
自
家

用
車
を
使
用
す
る
場
合
は
、
ご
本
人
の

責
任
に
よ
る
使
用
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

℡
市
内
線
４
６
５

日
商
簿
記
３
級
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座
参
加
者

　
簿
記
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
必
須
知
識
で
す
。
人
気
の
公
的

資
格
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
22
日
～
９
月
28
日　

毎
週
火
・
木
曜
日　

全
12
回　

午
後

７
時
～
９
時

■
会
場　
大
町
商
工
会
議
所　
２
階　

大
会
議
室

■
定
員　
先
着
20
人

■
講
師　
川
上
忠
志
さ
ん（
穂
高
商
業

高
校
商
業
科
教
員
）　

■
費
用　
５
０
０
０
円（
検
定
試
験
料

含
む
）

■
持
ち
物　
電
卓
、
筆
記
用
具

■
検
定
日　
11
月
19
日（
日
）

■
申
し
込
み　
８
月
８
日（
火
）ま
で
に
、

費
用
を
添
え
て
直
接
、
大
町
商
工
会
議

所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
経
営
支
援
課　

℡
２
２
・
１
８
９
０

野平団地

明野集合団地
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リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服

　
８
月
19
日（
土
）開
催
の「
児
童
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
の
衣
類
を
募
集

し
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
衣
類
を
お
持

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
募
集
衣
類　
子
ど
も
服
・
靴
・
靴
下
・

帽
子
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
、
タ
オ
ル

※
い
ず
れ
も
汚
れ
や
毛
玉
、
ほ
つ
れ
の

な
い
も
の
。
タ
オ
ル
類
は
新
品
に
限
る
。

■
受
け
入
れ　
７
月
３
日（
月
）～
31
日

（
月
）ま
で
に
、直
接
、児
童
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ

児
童
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
２

・

０
７
４
１

青
少
年
に「
愛
の
声
か
け
運
動
」を

　
７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
」と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
愛
の
声
か
け
運
動
」で
は
、
あ
い
さ

つ
す
る
、
褒
め
る
、
叱
る
、
認
め
る
、

感
謝
す
る
、
考
え
さ
せ
る
、
注
意
す
る
、

全
て
の
大
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
声
掛
け
を

し
て
青
少
年
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
通
勤
途
中
や

社
会
生
活
の
中
で
出
会
う
青
少
年
に
、

自
ら
進
ん
で
温
か
な「
愛
の
声
か
け
」を

し
ま
し
ょ
う
。

７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

　
河
川
は
地
域
の
水
循
環
の
要
で
す
。

良
好
な
河
川
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

ご
み
な
ど
の
投
棄
や
汚
水
の
垂
れ
流
し

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
空
き
缶
や
空

き
瓶
、
食
品
ト
レ
ー
、
刈
り
取
っ
た
草

な
ど
に
よ
り
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
河
川
へ
の
投
げ
捨
て
は
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
７
月
１
日
～
７
日
は「
河
川

水
難
事
故
防
止
週
間
」で
す
。
ダ
ム
か

ら
の
放
水
に
よ
る
急
激
な
増
水
が
あ
り

ま
す
。
天
候
や
放
流
警
報
に
注
意
し
、

釣
り
や
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１

▽
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
空
か
な
い
ま
ち
の

　
　
　
　
仕
組
み
づ
く
り
～

　
市
で
は
、
仁
科
町
・
五
日
町
・
八
日

町
・
日
の
出
町
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

空
き
不
動
産
の
把
握
と
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
た
定
住
促
進
に
向
け
、
信
州
大
学

と
共
同
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
積
極
的
な
交
流
や
意
見

交
換
の
場
を
設
け
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
策
に
つ
い
て
住
民
自
ら
が
提
案
す

る「
ま
ち
づ
く
り
」の
仕
組
み
づ
く
り
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
７
月
９
日（
日
）　
午
後
２
時
～

４
時
30
分

■
会
場　
大
町
公
民
館
分
室　
２
階　

講
堂

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
定
住
促
進
係

℡
市
内
線
５
３
１

全
国
一
斉
不
動
産
表
示
登
記

無
料
相
談
会

　
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

土
地
境
界
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
１
件
当
た
り
30

分
ま
で
で
す
。

■
日
時　
７
月
29
日（
土
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　
土
地
の
境
界
や
建
物
に

関
す
る
登
記
の
悩
み

■
申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
、
長
野

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
へ（
平
日
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
）。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

■
期
間
中
の
取
り
組
み　
市
青
少
年
補

導
委
員
と
市
内
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

よ
る
、
小
・
中
学
生
へ
の
声
掛
け
や
見

回
り
、
合
同
補
導
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
５

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

「
思
い
や
り
　
乗
せ
て
信
濃
路

 

咲
く
笑
顔
」

　
夏
休
み
を
間
近
に
控
え
、
通
学
に
慣

れ
て
き
た
子
ど
も
や
外
出
の
多
く
な
っ

た
高
齢
者
、
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
市
外
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
な
ど
に
対

し
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
掛
け
、
交
通

事
故
防
止
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　
７
月
22
日（
土
）～
31
日（
月
）

※
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
７
月
24

日（
月
）で
す
。

■
運
動
の
重
点

▽
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩
行
者
保

護
の
徹
底

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進（
自
転

車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
４

募集

お知らせ

お知らせ

お知らせ お知らせ

お知らせ
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信
州
健
康
エ
コ
住
宅
・
信
州

型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

　

県
で
は
、
住
宅
に
関
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

信
州
健
康
エ
コ
住
宅
助
成
金

　
最
新
の
住
宅
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
、

県
産
木
材
を
活
用
し
た
住
宅
を
県
内
に

新
築
す
る
場
合
に
、
30
～
80
万
円
を
助

成
し
ま
す
。
地
域
の
工
務
店
で
建
て
る

温
か
な
住
ま
い
で
、
快
適
・
健
康
に
暮

ら
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、「
信
州
健
康
エ
コ
住
宅

助
成
金
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

信
州
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

　
住
宅
の
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
に
か

か
る
工
事
費
の
20
％
ま
で
最
大
40
万
円

（
移
住
世
帯
は
最
大
50
万
円
）を
助
成
し

ま
す
。

　
対
象
は
、
浴
室
と
脱
衣
所
ま
た
は
寝

室
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
併

せ
て「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」「
県
産
材
を

使
用
す
る
」な
ど
の
工
事
を
す
る
場
合
、

助
成
金
が
増
額
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
信
州
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
金
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
建
築
住
宅
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
３
９

▽
サ
ブ　

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

（
堀
金・穂
高
地
区
、
大
町・松
川
地
区
）、

烏
川
渓
谷
緑
地

■
問
い
合
わ
せ

▽
第
36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局（
長
野
県
全
国
都

市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
推
進
室
内
）

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
４
９

▽
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
７
３

や
ま
び
こ
ま
つ
り
開
催
に
伴
う

「
市
民
バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
」迂
回
運
行

　
第
39
回
大
町
や
ま
び
こ
ま
つ
り
開
催

に
伴
い
、
交
通
規
制
時
間
内
は「
市
民

バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
」が
迂
回
運
行
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
日
時
・
コ
ー
ス　

８
月
５
日（
土
）　
午
後
３
時
以
降

▽
平（
青
木
方
面
）コ
ー
ス

▽
平（
源
汲
方
面
）コ
ー
ス

▽
平（
高
瀬
入
方
面
）コ
ー
ス

▽
常
盤（
清
水
・
西
山
方
面
）コ
ー
ス

▽
社
・
常
盤
コ
ー
ス

▽
八
坂
コ
ー
ス

▽
美
麻
コ
ー
ス　
川
手
線

▽
循
環
線　
南
コ
ー
ス

▽
循
環
線　
北
コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
通
課
交
通
政
策
係

℡
市
内
線
８
５
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）発
売

　
こ
と
し
の「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」は
、
１
等
と
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億

円（
１
等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円
）

で
す
。
１
等
が
１
億
円
の
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
、
１
等
が
１
０
０
万
円
の
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
も
同
時
発
売
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
長
野
県
内

の
販
売
実
績
に
よ
り
配
分
さ
れ
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間　
７
月
18
日（
火
）～
８
月

10
日（
木
）

■
抽
選
日　
８
月
20
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１

平
成
31
年
開
催

全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

　
第
36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

を
31
年
に
県
内
で
開
催
し
ま
す
。

　
６
月
24
日
の
実
行
委
員
会
総
会
で
次

の
と
お
り
開
催
概
要
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
フ
ェ
ア
愛
称　

信
州
花
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
～
北
ア
ル
プ
ス
の
贈
り
も
の
～

■
開
催
期
間　
31
年
４
月
25
日（
木
）～

６
月
16
日（
日
）

■
会
場

▽
メ
イ
ン　
県
松
本
平
広
域
公
園

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　まちづくり交
流課定住促進係
の日野南さんを
紹介。人事交流
で立川市から派
遣されている日
野さんに、大町
市の印象や現在
の業務内容をお聞きします。

 放送日  ………16日（日）・23日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～お答えします税務署です～
　大町税務署総務課の藤野智治さんから「税」に関
するお話です。

 放送日  ……… ３日（月）・15日（土）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

消滅世界［日本の小説］����� 村田沙耶香／著
猫の傀

く

儡
ぐつ

［時代小説］������� 西條奈加／著
なぜ日本人は神社にもお寺にも行くのか［哲学・
宗教・心理］����������  島田裕巳／著
事件事故の実例から導く　IT現場のセキュリ
ティ対策完全ガイド［経済・ビジネス・金融］
�������������� 長谷川長一／著
ちひろと歩く信州［旅行ガイド］
���������� 安曇野ちひろ美術館／編
日本酒にまつわる言葉をイラストと豆知識で　
ほろりと読み解く　日本酒語辞典［生活・実用］
��� こいしゆうか／著　SAKE TIMES／監修
はちみつスイーツ［料理］�����  若山曜子／著
教養としての社会保障［社会保障］
��������������� 香取照幸／著

－新着図書（子ども向け）－

アルバートさんと赤ちゃんアザラシ［外国のおはなし］
��� ジュディス・カー／作・絵　三原泉／訳
空をけっとばせ［日本のおはなし］
�������� 升井純子／作　大島妙子／絵
ようこそ！　花のレストラン ［植物］
����������� 多田多恵子／写真・文
お化けのおもてなし［日本の絵本］� 川端誠／作
ヒルダさんと3びきのこざる［外国の絵本］
�������� クェンティン・ブレイク／文
エマ・チチェスター・クラーク／絵　むらおかみえ／訳
なんでもできる!?［日本の絵本］�� 五味太郎／作

－７月の推薦図書－

仔馬のカプチーノ
小島典子／著　三輪書店
　セルリアンブルーの空、亜
麻色の仔馬、茜色の森…。日
本の伝統色やよく耳にする色
彩をテーマに、オリジナル技
法「フィレンツェクレモラー
ト」で描いた作品です。
特区民泊で成功する！　民泊のはじめ方
新山彰二／著　秀和システム
　実際に特区民泊を運営し、
利益を出している著者による
民泊ビジネスの入門書。特区
取得や運営のノウハウ、トラ
ブル事例とその対処法などを
解説します。

－７月の催し－

おはなしの森��� １日（土）　午前10時30分
おいで  えほんのおへや�� 11日（火）　午前11時
おりがみ教室������ 15日（土）　午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊北小学校　運動会………………… １日〜２日
＊みあさ保育園・美麻小中学校　運動会
　……………………………………… ２日〜12日
＊北アルプス雪形まつり　雪形ステージ
　……………………………………… ３日〜14日
＊南小学校　音楽会…………………11日〜30日
＊高校野球長野県大会………………18日〜28日
＊東小学校　音楽会…………………18日〜28日
＊消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
　………………………………………18日〜28日
＊定例記者会見………………………26日・27日
＊八坂小学校　音楽会……………………… 29日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊仁科台中学校リレー　ほか………… ３日〜16日

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。
■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

ケーブルテレビ７月の番組から図書館だより

有線放送７月の番組から
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室 編
集

●譲ります
▽ 座卓（約30年使用、Ｗ90㎝×Ｄ120㎝×

Ｈ30㎝）
　���������������� 無料

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行っ
てください。市ホームページにも掲載しています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

固定資産税・都市計画税……………第２期
国民健康保険税………………………７月分
後期高齢者医療保険料………………７月分
保育料…………………………………７月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料………７月分
下水道受益者負担金…………………７月分
上下水道料・簡易水道料……………７月分

納期限は７月31日（月）

総人口 28,235（－ 27） 転入 61
男 13,748（－ 11） 転出 73
女 14,487（－ 16） 出生 13

世帯数 11,862（＋ 1） 死亡 28
※６月1日現在、（　）内は前月比

　
大
町
総
合
病
院
で
は
、
６
月
18
日
に

第
７
回
病
院
祭
を
開
催
。
病
院
ス
タ
ッ

フ
や
大
町
病
院
を
守
る
会
の
会
員
が
病

院
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
さ
ま

ざ
ま
な
ブ
ー
ス
を
設
け
、
親
子
連
れ
な

ど
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
手
術
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
人
看
護
師
が
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
で

手
ほ
ど
き
し
て
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の

看
護
師
さ
ん
、
リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
奥
原
希
望
さ
ん
の
親
友
・
降
旗
梓
さ

ん
。
活
躍
の
場
は
違
い
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
姿
を
頼
も
し
く

思
い
ま
し
た
。

社 会 保 険・
年金・労働

（２日前までに予約）
８日（土）

13：00〜15：00
中心市街地

多目的ホール
商業労政係

☎ 市 内線 542

結 婚
８日・22日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

結 婚
（ 要 予 約 ）

10日（月）
13：00〜15：00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（ 要 予 約 ）

11日（火）
13：00〜16：00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=高松寿美枝弁護士 （次回は８月８日　長瀬孝浩弁護士）

行 政

26日（水）
9：00〜12：00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

26日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

26日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金 20日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

20日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

13日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 52527日（木）

9：00〜12：00

育 児
21日（金）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（要予約）

10日・24日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

10日・24日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度 27日（木）
13：30〜15：30

白馬村
保健福祉センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 20日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館
予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー ７月の無料相談

７月の有料相談（要予約）

７月の納税など

人の動き
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休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

2日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

9日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

16日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

17日（月）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

23日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

30日（日）
大町協立診療所 大新田町 ☎ 26-5200
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
2日（日） 西澤歯科医院 幸　町 ☎ 22-5091
9日（日） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211

16日（日） 柏原歯科医院 白馬村 ☎ 71-1182
17日（月） グリーン歯科クリニック 堀六日町 ☎ 23-6666
23日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332
30日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
2日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
9日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

16日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
17日（月） タカミ薬局 下仲町 ☎ 22-0180
23日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595
30日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30 〜 20:45
休 診 日 ２日㈰・９日㈰・16日㈰・17日㈪・23日㈰・30日㈰ ☎ 26-6199
診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　大町美麻ロードレース実行委員会では、「2017大町美麻サ
イクルロードレース大会」を９月３日（日）に美麻地区で開催し
ます。
　今回は、「文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自
転車競技大会（インカレ）」として行われ、熱戦が期待されます。
　特設周回コース（１周12.6㎞）が広範囲に渡ることから、交
通整理などに協力いただけるボランティアを募集します。
　全国トップレベルの自転車ロードレースの醍

だい

醐
ご

味
み

を味わえ
る機会に、大勢の皆さんのご協力をお願いします。
■申し込み　８月４日（金）までに、電話または直接、大町美

麻ロードレース実行委員会事務局へ。
■問い合わせ　大町美麻ロードレース実行委員会事務局
　（市美麻支所産業建設係内）　℡２９－２３１１

ボランティア募集

2017大町美麻
サイクルロードレース大会

９月３日
開催

無料相談、有料相談は37ページに掲載しています

７月の休日医療情報

きらり★情報館


